
宅配漏れ お問い合わせは へ。次号の宅配は 月 日 日 です宅配漏れ お問い合わせは へ。次号の宅配は 月 日 日 です

市
全
域
大
防
災
訓
練
を
再
実
施

市
全
域
大
防
災
訓
練
を
再
実
施

市
全
域
大
防
災
訓
練
を
再
実
施

市
全
域
大
防
災
訓
練
を
再
実
施

２・３面 新たな社宅に補
助、悪質商法にご注意、
マイホーム借上げ制
度、孤立防止など

５ 面 環境に優しい節電
・省エネ、ペット飼育
は愛情と責任をなど

６・７面 新しい民生・児
童委員 人を委嘱

８ 面 お知らせ、傍聴
できます、求人、催し、
子育て支援など
面 フォトニュース、
市広報番組案内など

年末年始はごみ・し尿収年末年始はごみ・し尿収
集の日程が変更（４面）集の日程が変更（４面）

広報たかつきは、市ホーム

ページでご覧いただけます

広報たかつきは、市ホーム

ページでご覧いただけます

高槻市コールセンター高槻市コールセンター

市の手続きや制度、催しなどは市の手続きや制度、催しなどは

午前８時 午後９時午前８時 午後９時
（年中無休）（年中無休）

おかけ間違いにご注意くださいおかけ間違いにご注意ください

市
は
、
８
月

日
に
大
雨
洪
水
警
報
の
た
め
中
止
に
な
っ

た

市
制
施
行

周
年
記
念
・
高
槻
市
全
域
大
防
災
訓
練

を
来
年
１
月

日

に
再
実
施
し
ま
す
。
時
間
は
、
午
前

時
か
ら
正
午
（
避
難
所
で
の
訓
練
は

時
ま
で
）
ま
で
で
す
。

災
害
は
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
ず
冷
静
に
行
動
で
き
る
よ
う
、

積
極
的
に
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

す
る
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
は
事
前
に
避
難
経
路
を
考

え
、
当
日
は
、
近
く
の
避
難
所

へ
向
か
っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

今
回
は
高
槻
高
校
を
除
く
市
内

８
つ
の
高
校
と
、
関
西
大
学
高

槻
ミ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン
パ
ス
も
試

験
的
に
避
難
所
に
な
り
ま
す
。

そ
ち
ら
へ
の
避
難
も
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

訓
練
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

自
助

と
、
地
域
の
人
で
助

け
合
う

共
助

の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で

す
。
当
日
は
、
寒
さ
対
策
を
し

て
上
履
き
を
持
参
の
上
、
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

ジ
ェ
イ
コ
ム
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
訓

練
の
中
継
を
し
ま
す
。
自
宅
で

訓
練
放
送
を
見
る
こ
と
や
、
机

の
下
に
隠
れ
る
な
ど
の
行
動
を

と
る
こ
と
も
訓
練
に
な
り
ま

す
。
各
自
の
体
調
に
合
わ
せ
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
訓
練
へ
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

警
報
発
令
時
な
ど
は
中
止

訓
練
は
雨
天
決
行
で
す
が
、
当
日
午
前
６
時
の
時
点
で

市
域
に
気
象
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
災
害
が

発
生
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
中
止
し
ま
す
。
中
止
の
場
合

は
、
防
災
無
線
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各防災関係機関との訓練各防災関係機関との訓練

１
月

日

午
前
７
時
か
ら

午
後
１
時

分
頃
ま
で
、
け
や

き
大
通
り
の
阪
急
高
架
下
か
ら

国
道

号
ま
で
が
車
両
全
面
通

行
禁
止
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
市
営
バ
ス

富
田
団
地

柱
本
団
地

阪
急
富
田
駅

方
面
な
ど
の
運
行
経
路
が
変
更

に
な
り
、
午
前
７
時
か
ら
午
後

１
時

分
頃
ま
で
市
役
所
前
停

留
所
を
迂
回
（
う
か
い
）
運
行

し
ま
す
（
上
地
図
）
。

中
央
図
書
館
は

午
後

時
か
ら
開
館

そ
の
ほ
か
、
市
営
桃
園
町
駐

車
場
は
午
前
８
時
か
ら
午
後
２

時
ま
で
臨
時
休
業
し
ま
す
。
ま

た
、
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
喫
茶

は
休
業
、
中
央
図
書
館
は
午
後

３
時
か
ら
開
館
。
総
合
セ
ン
タ

ー

階
の
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
は

午
後
５
時
か
ら
営
業
し
ま
す
。

問
合
先

交
通
規
制

危
機
管

理
室
（

・
７
３
１
４
）

バ
ス
運
行

交
通
部
芝
生
営
業

所
（

・
３
５
１
３
）

けやき大通り
一部通行禁止

訓練開始は、午前 時の防災無線のサイレ
ンが合図です。また、市内全域の携帯電話（対
応機種だけ）への緊急速報メール送信、広報
車、防災ツイッター、 ： チャンネル
のテロップ放送でも開始を知らせます。 ※
緊急速報メールはマナーモードにしていても
着信音が鳴ります。音を鳴らしたくない場合
は電源を切っておいてください

避難所では次のことを行います。ぜひ体験
してみてください。
●避難者名簿の受け付け
避難所での物資の必要量などを把握するた
め避難者名簿へ記入してください。
●アルファ化米の試食
保存食アルファ化米の炊き出しをします。
試食してみてください（数量限定）。
●防災資機材の展示
小・中学校で保管している防災資機材を展
示します。
●モニターで訓練会場の様子を中継
小・中学校（樫田小学校を除く）に設置した
モニターでほかの訓練会場の様子を放送しま
す。
●アンケートを実施
今後の防災対策や避難所運営をよりよくす
るため、アンケートにご協力ください。

市民の皆さんの行動市民の皆さんの行動

開始合図は防災無線などで開始合図は防災無線などで

問合先

危
機
管
理
室

７
３
１
４

問合先

市営バスの迂回ルート�
（午前７時～午後１時３０分頃）�

午前7時～�
午後1時30分頃�
車両全面通行禁止�

市
役
所� 八丁畷交差点�

国
道
171
号�

け
や
き�

大
通
り�

JR高槻駅�

阪急高槻市駅�

国道171号�

〒� 市民参加による訓練のほか、各防災

関係機関とも次の訓練を行います。

◎市役所周辺

多重衝突事故からの救出訓練、ドクタ

ーヘリの離着陸訓練など

◎桃園小学校グラウンド

防災関係機関による体験コーナーや防

災資機材の展示

◎古曽部防災公園、総合スポーツセン

ター

救援物資の受け入れ・仕分け訓練

◎ 高槻車両基地

列車脱線事故からの救出・救護訓練

（安全管理上、見学はできません。

西日本管内で雪害があれば中止）

市市広広報報番番組組案案内内

情情報報
ワワイイドドたたかかつつきき

○○ 月月 日日 日日 放放送送

○○ 月月 日日 日日 放放送送

ははににたたんん

府府
内内

位位
にに

府府
内内

位位
にに

展展示示ススケケジジュューールル

桃桃園園ギギャャララリリーー

ええききちちかかギギャャララリリーー

展展示示館館けけややきき

※※
たた
かか
つつ
きき
市市
民民
能能
とと
ピピ
アア
ノノ
デデ
ュュ
オオ
リリ
ササ
イイ
タタ
ルル
はは

月月

日日

発発
売売（（
電電
話話
予予
約約
はは
午午
後後
２２
時時
かか
らら
））

アアジジアアののううたた、、
日日本本ののこここころろ

同
訓
練
は
、
全
市
域
・
全
市

民
を
対
象
と
し
、
市
内
の
避
難

所
、市
役
所
周
辺
で
行
い
ま
す
。

訓
練
は
、
府
北
部
を
震
源
と
す

る
震
度
７
の
直
下
型
地
震
が
発

生
し
、
多
数
の
要
救
助
者
や
避

難
者
が
出
て
い
る
状
況
を
想
定

アア
ーー
トト

防災無線防災無線



対象 法人格を有す
る企業で、税金の滞納
がないこと
社宅の要件 次のす
べてを満たすこと。下
記の期間に新たに所有
もしくは、賃借した社
宅であること 従業員
（企業が住民税の特別
徴収義務者となる正規
雇用者）が、同社宅に住
民登録をした後、最初
の１月１日に居住して
いること
対象となる社宅整備

期間 平成 年４月１
日 年２月 日
申請方法 平成 年
３月３日 日 に
必要書類を持って直
接、営業課（市役所本
館３階）へ ※交付見
込総額が予算額（ 万
円）に達し次第終了。
必要書類などはパンフ
レットをご確認くださ
い

東日本大震災を教訓として、防災・減
災事業の財源を確保するために、平成
年度から 年度まで個人住民税（市・府
民税）の均等割額が上記のとおり引き上
げられます。
問合先 市民税課（ ・ ）

２
月
４
日

日

に
開
設

来
年
２
月
に
開
設
す
る
所
得

税
の
還
付
申
告
会
場
は
高
槻
現

代
劇
場
で
す
。
昨
年
と
会
場
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
所
得
税
の
確
定
申
告
】

会
場

高
槻
現
代
劇
場
文
化
ホ

ー
ル
３
階

開
設
期
間

２
月
４
日

日

の
午
前
９
時

分

午
後

３
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん

問
合
先

茨
木
税
務
署
（

・

・
１
１
３
１
）

市
・
府
民
税
の
申
告
は

２
月

日

３
月

日

平
成

年
度
市
・
府
民
税
の

申
告
は
２
月

日

３
月

日

の
午
前
９
時

時

分
、
午
後
１
時

５
時
に
総
合

セ
ン
タ
ー
１
階
で
実
施
。
詳
し

く
は
本
紙
１
月

日
号
で
掲
載

し
ま
す
。

問
合
先

市
民
税
課
（

・

７
１
３
２
）

は
に
た
ん

お
隣
の
お
ば
ち

ゃ
ん
が
、
ほ
か
の
ま
ち
に
住
ん

で
い
た
息
子
さ
ん
家
族
が
近
く

に
引
っ
越
し
て
き
た
っ
て
話
し

て
く
れ
た
よ
。

市
長

市
で
は
、
市
内
に
住

も
う
と
し
て
い
る
３
世
代
家
族

を
支
援
し
て
い
る
ん
だ
。

は
に
た
ん

え
っ
、
そ
う
な

ん
だ
。
ど
ん
な
ふ
う
に
？

市
長

子
育
て
中
の
世
帯
が

市
内
で
家
を
買
っ
て
、
市
内
在

住
の
親
の
近
所
に
住
ん
だ
り
、

同
居
し
た
り
す
る
と
き
に
最
大

万
円
の
助
成
金
を
出
し
て
い

る
ん
だ
よ
。

は
に
た
ん

ど
う
し
て
３
世

代
家
族
の
同
居
や
近
居
を
支
援

す
る
の
？

市
長

全
国
で
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
て
、
高
槻
で
も
人

口
が
減
少
し
て
い
る
ん
だ
。
特

に
子
育
て
を
す
る
こ
と
の
多
い

歳
代
の
人
は
毎
年
減
っ

て
い
て
ね
。
そ
こ
で
そ
の
世
代

の
人
口
を
増
や
し
活
力
あ
る
ま

ち
に
し
よ
う
と
、
市
内
へ
の
引

っ
越
し
を
支
援
し
て
い
る
ん
だ
。

は
に
た
ん

家
族
が
近
く
に

い
る
と
、
お
互
い
助
け
合
う
こ

と
が
で
き
る
ね
。

市
長

そ
れ
に
い
つ
で
も
顔

が
見
ら
れ
る
の
っ
て
う
れ
し
い

こ
と
だ
と
思
う
ん
だ
。

は
に
た
ん

そ
う
い
え
ば
、

お
ば
ち
ゃ
ん
は
最
近
ニ
コ
ニ
コ

し
て
い
る
な
あ
。
息
子
さ
ん
も

高
槻
は
便
利
で
、
帰
っ
て
来

て
よ
か
っ
た

っ
て
言
っ
て
た

よ
。市

長

そ
う
だ
ね
。
高
槻
市

は
日
常
の
買
い
物
も
し
や
す
い

し
、
大
阪
・
京
都
な
ど
へ
の
ア

ク
セ
ス
も
良
く
、
自
然
環
境
に

も
恵
ま
れ
て
い
る
か
ら
子
育
て

環
境
に
優
れ
て
い
る
ま
ち
な
ん

だ
よ
。

は
に
た
ん

た
く
さ
ん
の
子

育
て
世
代
の
人
が
引
っ
越
し
て

き
て
く
れ
た
ら
い
い
ね
。

き
た

と
偽
っ
て
、
浄
水
器
の

販
売
や
不
要
な
工
事
を
勧
め
る

悪
質
商
法
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。市

水
道
部
で
は
、
家
屋
内
の

点
検
や
、
水
質
検
査
な
ど
を
行

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し

こ
の
よ
う
な
不
審
な
訪
問
が
あ

っ
た
場
合
は
、

絶
対
に
家
の

中
に
入
れ
な
い

会
社
名
・
所

属
・
氏
名
を
確
認
す
る

水
道

部
総
務
企
画
課
（

・
７
９

５
２
）
へ
確
認
す
る
な
ど
し
、

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
い

簡
素
な
給
付
措
置

と
し
て
、

所
得
の
少
な
い
人
の
た
め
に
給

付
を
行
う
こ
と
が
閣
議
決
定
さ

れ
ま
し
た
が
、
現
在
、
市
役
所

や
厚
生
労
働
省
か
ら
市
民
の
皆

さ
ん
へ
連
絡
や
給
付
を
行
う
段

階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
職
員
な
ど
が
現
時
点
で
、

簡
素
な
給
付
措
置
の
給
付
受
け

付
け
の
た
め
に
、
手
数
料
の
振

り
込
み
を
求
め
た
り
、
銀
行
の

口
座
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を

聞
く
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
内
容
の
電
話

を
受
け
た
り
、
郵
便
が
届
い
た

ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（

・
０
９
９
９
）
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。発

生
情
報

警
察
官
・
銀
行
協
会
職
員
を

か
た
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺

警
察
官
を
装
い
高
齢
者
宅
に

電
話
を
か
け
、
現
金
を
だ
ま
し

取
ろ
う
と
す
る
詐
欺
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
警
察
官
が
口
座
の

お
金
に
保
険
を
か
け
る
よ
う
指

示
し
た
り
、
銀
行
協
会
の
職
員

が
暗
証
番
号
を
尋
ね
た
り
お
金

を
受
け
取
り
に
来
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な

電
話
や
訪
問
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ

に
高
槻
警
察
署
（

・
１
２

３
４
）
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

・
０
９
９
９
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

浄
水
器
の
販
売
や
不
要
な

工
事
を
勧
め
る
悪
質
商
法

市
の
水
道
部
か
ら
点
検
に

市
内
で
は
高
齢
者
を
狙
っ
た
詐
欺
や
悪
質
商
法
の
発

生
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
が
実
施
を
予
定
し
て

い
る

簡
素
な
給
付
措
置

を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

消費生活フォーラム

振り込め詐欺多発
だまされヘン

振り込め詐欺の対処法を学びます。
日時 １月 日 午後１時 分 ３
時 分 ※無料
会場 クロスパル高槻
内容・講師 消費者川柳の最優秀作
品の発表と表彰式 講演 だましのテ
クニックとだまされないテクニック
弁護士・加藤進一郎さん パネルデ
ィスカッション 弁護士・加藤進一郎
さん、高槻警察署員ほか
定員 申込順 人
申込方法 月 日 から電話か直
接、消費生活センター（ ・ ）
へ
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働
く
世
代
の
市
内
居
住
を
促
進

市
は
新
規
施
策
と
し
て
、
働
く
世

代
の
人
口
増
加
や
地
域
振
興
の
た

め
、
市
内
に
社
宅
を
新
た
に
整
備
す

る
企
業
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
今
年
度
の
要
件
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く
は

月
９

日

か
ら
営
業
課
（
市
役
所
本
館
３

階
）
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

７

交付額 ※補助限度額は 万円

社宅数
市内に事業所などが
ある ない

１ ４戸 対象外
５ ９戸 万円 対象外
戸以上 万円

要 件要 件

所得税や住民税上の障がい
者控除を受けるための認定書
を、長寿生きがい課（市役所
本館１階 番窓口）で発行し
ます。申請書は同課、市ホー
ムページで配布しています。

問合先

営
業
課

７
３
９
４

問合先

対象 歳以上で身体障が
い者手帳などを持たない認知
症などの高齢者 寝たきりの
人
問合先 長寿生きがい課

（ ・ ）

個人住民税均等割額
現行
（平成 年度
まで）

特例期間
（平成 年度

年度）
市民税 円 円

府民税 円 円

合 計 円 円

関関
西西
大大
学学
シシ
ンン
ポポ

日日
本本
最最
悪悪

のの
シシ
ナナ
リリ
オオ
とと
社社
会会
安安
全全

連連
続続
講講
座座

職職
場場
でで
のの
ココ
ーー
チチ

ンン
ググ
・・
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン

ゆゆ
うう
・・
ああ
いい
セセ
ンン
タタ
ーー
初初
心心
者者

向向
けけ
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
体体
験験
講講
座座

中中
村村
桂桂
子子
チチ
ャャ
リリ
テテ
ィィ
講講
演演
会会

生生
きき
物物
はは
つつ
なな
がが
りり
のの
中中
にに

赤赤
十十
字字
健健
康康

生生
活活
支支
援援
講講
習習

立立
派派
なな
自自
閉閉
症症
のの
人人
とと
しし
てて

社社
会会
でで
生生
きき
るる
たた
めめ
にに

心心
わわ
くく
わわ
くく
体体
すす
っっ
きき
りり
運運
動動

教教
室室

体体
幹幹
をを
鍛鍛
ええ
よよ
うう

本本
日日
開開
店店
ヘヘ
ルル
シシ
ーー

ダダ
イイ
エエ
ッッ
トト
食食
堂堂

栄栄
養養
教教
室室

男男
性性
料料
理理
教教
室室

申申 込込 方方 法法

簡
素
な
給
付
措
置

の
た
め
に

市
職
員
は
振
り
込
み
を
求
め
ま
せ
ん

新たな社宅新たな社宅
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市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
今

後
の
施
策
や
事
業
な
ど
に
生
か

す
た
め
に
実
施
し
た
、
平
成

年
度
市
民
意
識
調
査（
ウ
ェ
ブ
）

の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

調
査
項
目
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用

子
育
て

防

災

環
境

水
道

市

政
全
般

で
す
。

調
査
は
、
８
月

日
か
ら

日
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
て
、
市
内
在
住
の

歳
以
上

の
モ
ニ
タ
ー
を
対
象
に
行
い
、

計
１
２
２
４
人
か
ら
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

市
民
の
関
心
が
高
い
防
災
の

分
野
で
は
、
家
で
行
っ
て
い
る

防
災
対
策
に
つ
い
て
、
半
数
以

上
の
人
が
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
災
害
に
備
え
て
い
る
と

回
答
。
備
え
の
内
容
と
し
て

は
、

非
常
用
持
ち
出
し
品
や

３
日
分
の
水
・
食
料
を
用
意
し

て
い
る
が

％
で
最
も
高
く
、

次
い
で

家
族
で
緊
急
時
の
連

絡
先
を
確
認
し
て
い
る

（

・
２
％
）
、

家
具
等
の
転
倒

防
止
対
策
の
実
施
（

％
）
、

防
災
グ
ッ
ズ
の
購
入

（

・
２
％
）
な
ど
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
今

後
の
市
政
運
営
の
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
な

お
、
同
調
査
報
告
書
は

月

日

か
ら
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
本
館
１
階

番
）
、

市
立
各
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

市
民
意
識
調
査（
ウ
ェ
ブ
）結
果
ま
と
ま
る

半
数
以
上
が
備
え
あ
り

マイホーム借上げ制度

好評につき
説明会を再実施

市
は
こ
の
制
度
を
、
郊
外
住

宅
地
の
活
性
化
や
若
年
世
帯
の

定
住
促
進
な
ど
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
と
し
て
推
進
し
て
い
ま

す
。
同
制
度
で
は
一
般
社
団
法

人
移
住
・
住
み
か
え
支
援
機
構

（

）
が
家
を
借
り
上
げ
、

転
貸
し
ま
す
。
長
年
住
み
慣
れ

た
住
宅
を
売
却
す
る
こ
と
な
く

有
効
活
用
で
き
る
ほ
か
、
右
記

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。な

お
、
同
制
度
を
活
用
す
る

た
め
に
は
条
件
と
し
て
、
住
宅

の
耐
震
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

左
上
欄
の
説
明
会
で
は
、
市
の

日時 ２月９日 午後２時
４時 ※無料
会場 総合センター 階会
議室
定員 申込順 人
申込方法 月 日 １
月 日 に電子申込または、
電話かファクスに、住所、氏
名、参加人数、電話番号を書
いて、住宅課（ ・ ）
へ ※案内チラシは同課（市
役所本館５階）、各支所・各
行政サービスコーナー、市立
各公民館、市ホームページで
配布

市
で
は
、

歳
以
上
の
中
高
年
世
帯
が
所

有
し
て
い
る
住
宅
を
、
子
育
て
世
帯
向
け
の

賃
貸
住
宅
と
し
て
活
用
す
る

マ
イ
ホ
ー
ム

借
上
げ
制
度

の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

制
度
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
９
月
に
開
催
し

た
と
こ
ろ
好
評
だ
っ
た
た
め
、
２
月
に
再
実

施
し
ま
す
。

メリット
【貸したい人】
● が最長で終身に
わたりマイホームを借り
上げるので、その間賃料
収入が得られる
●途中で借主がいなくな
っても一定の賃料を保証
●自宅を売却せずに、住
みかえや老後の資金とし
て活用できる
【借りたい人】
●敷金・礼金がなく相場
より安い家賃で借りられ
る

介護予防 講演と体操

目指せ 転ばん体づくり
日時 １月 日 午後１時

分 ４時 ※無料
会場 市役所本館６階大集会
室
内容・講師 講演 介護予防
でますます元気に 目指せ 転
ばん体づくり 京都大学大学
院助教・山田実さん 体操 実
践 ますます元気体操
対象 おおむね 歳以上
定員 申込順 人
申込方法 月 日 から電
話で、長寿生きがい課（ ・
）へ

高
齢
者
の
孤
立
死
を
防
ぐ
に

は
、地
域
の
皆
さ
ん
で
見
守
り
、

支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。高

齢
化
が
進
む
現
在
、
た
っ

た
一
人
で
誰
に
も
み
と
ら
れ
ず

亡
く
な
っ
た
り
、
亡
く
な
っ
た

後
も
何
日
も
放
置
さ
れ
た
状
態

で
発
見
さ
れ
た
り
と
い
っ
た
孤

立
死
が
、
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市
で
は
こ
の
よ
う
な
事
態
を

防
ぐ
た
め
に
、
民
生
委
員
児
童

委
員
や
地
区
福
祉
委
員
会
に
よ

る
相
談
・
訪
問
の
受
け
付
け
の

ほ
か
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

時
に
安
否
確
認
を
す
る
な
ど
対

策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

市
の
取
り
組
み
に
加
え
、
近

隣
住
民
の
声
掛
け
な
ど
が
、
複

合
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
効
果

的
で
す
。
ま
ず
は
気
軽
に
で
き

る
あ
い
さ
つ
な
ど
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
周
り
の
人
の
下
記
の

よ
う
な
異
変
に
気
付
い
た
ら
長

寿
生
き
が
い
課
か
、
お
近
く
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

地
区
福
祉
委
員
会
で
は

定
期
的
に
高
齢
者
宅
を

訪
問
し
、
様
子
を
伺
う

（

月

日
）

こ
ん
な
様
子
に

気
付
い
た
ら
連
絡
を

●
最
近
姿
を
見
掛
け
な
い

●
一
日
中
電
気
が
付
い
た
ま
ま

●
日
中
で
も
雨
戸
や
カ
ー
テ
ン

が
閉
ま
っ
た
ま
ま

●
洗
濯
物
が
干
し
た
ま
ま

●
郵
便
物
、
新
聞
が
た
ま
る

●
電
話
や
訪
問
に
応
答
が
な
い

●
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
配

食
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
を

利
用
せ
ず
、
外
出
し
て
い
な
い

●
家
の
中
や
周
り
に
物
が
置
か

れ
た
ま
ま

●
異
臭
が
す
る

ひ
ざ
の
痛
み
は
、
活
動
性
の

低
下
を
招
き
、
筋
力
の
低
下
、

体
力
の
衰
え
か
ら
寝
た
き
り
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
症

状
が
強
く
な
る
前
に
次
の
よ
う

な
対
策
を
早
め
に
行
い
、
痛
み

を
改
善
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

【
適
正
体
重
を
心
掛
け
る
】

歩
行
時
に
ひ
ざ
に
か
か
る
負

担
は
、
体
重
の
約
３
倍
で
、
坂

道
や
階
段
の
上
り
下
り
時
は
さ

ら
に
負
担
が
強
く
な
り
ま
す
。

適
正
体
重
の
範
囲
を
超
え
て
い

る
人
は
、
減
量
し
ま
し
ょ
う
。

適
正
体
重
の
算
出
方
法

適
正

体
重
の
判
定
は

（
体
格

指
数
）
で
計
算
し
ま
す
。

は

が
適
正
で
、

を
超
え

る
と
肥
満
と
判
定
さ
れ
ま
す
。

体
重
（

）
÷
身

長
（

）
÷
身
長
（

）

【
ひ
ざ
関
節
周
囲
の
筋
力
を
鍛

え
る
】

ひ
ざ
関
節
を
支
え
る
筋
肉
、

大
腿
四
頭
筋
を
鍛
え
る
こ
と

で
、
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
痛
み

を
和
ら
げ
る
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
痛
み
が
落
ち
着
い
て
い

る
と
き
は
次
の
ひ
ざ
伸
ば
し
体

操
を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ひ
ざ
伸
ば
し
体
操

●
イ
ラ
ス
ト
１

椅
子
に
浅
め
に
腰
を
掛
け

て
、
足
底
を
地
面
に
つ
け
る

１
・
２
・
３
・
４

と
数

え
な
が
ら
、
つ
ま
先
を
上
に
向

け
て
右
側
の
ひ
ざ
を
伸
ば
す

５
・
６
・
７
・
８

と
数

え
な
が
ら
右
足
を
元
に
戻
す

５

回
繰
り
返
す

※
左
側
も
同
様
に

●
イ
ラ
ス
ト
２

両
足
を
伸
ば
し
て
座
り
、
右

足
の
ひ
ざ
の
下
に
ク
ッ
シ
ョ
ン

を
入
れ
る

１
・
２
・
３
・
４

と
数

え
な
が
ら
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
床

に
押
し
つ
け
る

５
・
６
・
７
・
８

と
数

え
な
が
ら
右
足
を
元
に
戻
す

５

回
繰
り
返
す

※
左
側
も
同
様
に

（
長
寿
生
き
が
い
課
）

イラスト１イラスト１

イラスト２イラスト２

問合先
長
寿
生
き
が
い
課

・
７
１
６
６

問合先

高齢者の孤立防止高齢者の孤立防止

地域で見守り地域で見守り

説説 明明 会会

※
耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
審
査

指
導
課
（

・
７
５
６
７
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問合先

住
宅
課・

７
５
２
５

問合先

総総
合合
スス
ポポ
ーー
ツツ
セセ
ンン
タタ
ーー
・・

古古
曽曽
部部
防防
災災
公公
園園
体体
育育
館館

１１
月月
のの

三三
島島
地地
区区
駅駅
伝伝

競競
走走
大大
会会

健健
康康
スス
ポポ
ーー
ツツ
教教
室室

●●各各記記事事中中のの 先先着着 はは当当日日直直接接、、会会場場へへ ●●各各記記事事中中ののははががききででのの申申しし込込みみはは、、８８面面上上欄欄のの例例参参照照

母母
のの
たた
めめ
のの

リリ
フフ
レレ
ッッ
シシ
ュュ
ツツ
アア
ーー

明明
るる
いい
選選
挙挙
啓啓
発発

ポポ
スス
タタ
ーー
作作
品品
展展

わわ
んん
ぱぱ
くく
・・
おお
てて
んん
ばば
クク
ララ
ブブ

ゆゆ
びび
ああ
みみ
のの
リリ
ーー
スス
作作
りり

市市
少少
年年
少少
女女
合合
唱唱
団団

ミミ
ニニ
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

大大
阪阪
ろろ
うう
ああ
者者
成成
人人
式式

姉姉
妹妹
都都
市市
フフ
ィィ
リリ
ピピ
ンン
・・

ママ
ニニ
ララ
市市
親親
善善
訪訪
問問

みみ
んん
なな
でで
オオ
カカ
リリ
ナナ

トト
リリ
オオ

ココ
ンン

アア
ニニ
ママ
ーー
トト
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

高高
校校
吹吹
奏奏
楽楽
部部
合合
同同
演演
奏奏
会会

月月
釜釜

３３月月９９日日 にに、、萩萩谷谷総総合合公公園園ととそそのの周周辺辺でで、、
高高槻槻ククロロススカカンントトリリーー大大会会 がが開開催催さされれまますす。。
ゲゲスストトラランンナナーーににはは日日本本女女子子初初のの国国際際大大会会金金メメ
ダダリリスストトととななっったた深深尾尾真真美美ささんんををおお迎迎ええししまま
すす。。自自然然のの中中をを軽軽ややかかにに駆駆けけ巡巡りりまませせんんかか。。多多
数数のの参参加加ををおお待待ちちししてていいまますす。。

シリーズ

耐
震
改
修
補
助
制
度
に
つ
い
て

も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

募募
集集

問合先

広
報
広
聴
課

・
７
３
０
６

問合先
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年
末
年
始
は
、
ご
み
・
し
尿
の
収
集
日
程
が
変
わ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

前
日
夜
間
の
ご
み
出
し
は
や
め
、
収
集
日
当
日
の
午
前
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年末年始年末年始

ごみ し尿収集日程変更ごみ し尿収集日程変更

表２ 大型可燃ごみ
収集日程の変更がある地区 収集日

第１水曜日
高西町、城内町、土橋町、真上町六、
城南町一 四、芥川町一 四、殿町、
白梅町、南芥川町、紫町、川西町二、
大蔵司一、西真上一・二、安岡寺町
一 六、浦堂本町（パークシティだ
け）、樫田全域、原全域、黄金の里一、
清水台一・二、塚脇一 五、東城山
町、松が丘一 四、宮之川原一 五、
宮之川原元町

１月１日
の収集を
月 日 に
変更

第１木曜日
登町

１月２日
の収集を
月 日 に
変更

第１金曜日
赤大路町、朝日町、幸町、富田丘町、
大畑町

１月３日
の収集を
月 日 に
変更

収集日程の変更がある地区 収集日

【
不
燃
ご
み
】

年
末
は

月

日

ま
で
、

年
始
は
１
月
６
日

か
ら
平
常

ど
お
り
収
集
し
ま
す
。
表
３
の

地
区
は
日
程
を
変
更
し
て
収
集

し
ま
す
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
】

年
末
は

月

日

ま
で
、

年
始
は
１
月
６
日

か
ら
平
常

ど
お
り
収
集
し
ま
す
。
表
４
の

地
区
は
日
程
を
変
更
し
て
収
集

し
ま
す
。

【
そ
の
他
の
ご
み
】

臨
時
ご
み
・
地
域
清
掃
な
ど

年
末
は

月

日

ま
で
収
集

を
行
い
ま
す
（
午
前
中
受
け
付

け
分
ま
で
当
日
収
集
）
。
年
始

は
１
月
５
日

か
ら
随
時
収
集

し
ま
す

犬
・
猫
な
ど
の
死
獣
収
集

年

末
は

月

日

ま
で
随
時
収

集
し
ま
す
。
年
始
は
１
月
５
日

か
ら
収
集
し
ま
す
。
な
お
、

月

日

１
月
４
日

は
、
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。
清

掃
業
務
課
（
中
川
町
）
へ
直
接
、

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
の
廃
家

電
（
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
・

テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫

・
冷
凍
庫
）
の
有
料
収
集

年

末
は

月

日

ま
で
収
集
を

行
い
ま
す
（
午
前
中
受
け
付
け

分
は
当
日
収
集
）。年
始
は
１
月

６
日

か
ら
平
常
ど
お
り
収
集

し
ま
す

※
収
集
を
依
頼
す
る
と
き
は
、

郵
便
局
備
え
付
け
の
振
り
込
み

用
紙
（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
）

で
、
料
金
を
支
払
っ
た
後
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い

問
合
先

清
掃
業
務
課
（

・
５
３
０
５

午
前
７
時

分

午
後
４
時

分
）

※

月

日

ま
で
業
務
実
施

年
末
は

月

日

ま
で
、

年
始
は
１
月
６
日

か
ら
平
常

ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て

は
、
収
集
間
隔
が
い
つ
も
よ
り

１
週
間
長
い
３
週
間
と
な
り
ま

す
。
小
さ
い
便
槽
を
使
っ
て
い

る
家
庭
は
水
な
ど
の
使
用
に
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
年
始
に
か
け
て

便
槽
が
も
た
な
い
場
合
、

月

日

に
特
別
収
集
し
ま
す

（
要
事
前
申
込
）
。

問
合
先

清
掃
業
務
課
（

・
１
５
９
２

午
前
７
時

分

午
後
４
時

分
）

※

月

日

ま
で
業
務
実
施

【
浄
化
槽
】

浄
化
槽
の
清
掃
は
、
年
末
は

月

日

ま
で
、
年
始
は
１

月
６
日

か
ら
平
常
ど
お
り
業

務
を
行
い
ま
す
。

※
故
障
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

は
、
契
約
先
の
保
守
点
検
業
者

か
清
掃
業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
先

清
掃
業
務
課
（

・
１
１
３
７

午
前
７
時

分

午
後
４
時

分
）

年
末
年
始
の
ご
み
搬
入
、
犬

・
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
の
死
獣
受

け
入
れ
時
間
を
次
の
と
お
り
変

更
し
ま
す
。
家
庭
ご
み
は
で
き

る
だ
け
収
集
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●

月

日

午
前
９
時

正
午

●

月

日

休
み

●

月

日

午
前
９
時

午
後
４
時

●

月

日

１
月
３
日

休
み

●
１
月
４
日

午
前
９
時

正
午

●
１
月
５
日

休
み

●
１
月
６
日

午
前
９
時

午
後
４
時

※

月

日

日
、１
月
４
日

・
６
日
の
搬
入
は

月

日

正
午
ま
で
に
要
申
し
込
み

料
金

家
庭
ご
み

円

事
業
系
ご
み

円
搬
入
前
日
正
午
ま
で
に

申
し
込
み
が
必
要

高
槻
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

の
臨
時
ご
み（
一
時
多
量
ご
み
）

の
搬
入
は
、
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
搬
入
希
望
日
の
前

日
正
午（
土
日
曜
日
、
祝
日
の

場
合
は
そ
の
前
の
平
日
の
正

午
）ま
で
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内

ご
み

の
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
同
セ

ン
タ
ー
、資
源
循
環
推
進
課（
中

川
町
）
、各
支
所
な
ど
で
配
布

し
て
い
る
申
込
書
を
郵
送（
必

着
）か
フ
ァ
ク
ス
で
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

問
合
先

同
セ
ン
タ
ー
（

・
１
９
５
０
）

高
槻
ク
リ
ー
ン

高
槻
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
の

セ
ン
タ
ー
へ
の

ご
み
搬
入

ご
み
搬
入

ご

み

ご

み

し

尿

し

尿

１ ３月 ※■の地域は曜日を変更しています

月
曜日

１ ２ ３ し 尿 収 集 地 区 （ 音順）

月

６ ３ ３ 芥川町一 四、安岡寺町一 六、永楽町、大塚町三 五、春日町、黄金の里一、寿町一 三、栄町一 四、下田部町一・二、庄所町、辻
子一 三、大蔵司一 三、竹の内町、塚脇一 五、月見町、出丸町、天神町二、殿町、中川町、西之川原一・二、西真上一・二、番田一
・二、東城山町、真上町一 五、松が丘一 四、松川町、南庄所町、宮之川原一 五、宮之川原元町、八幡町、若松町
井尻一・二、梶原中村町、上牧町一 五、上牧北駅前町、上牧南駅前町、神内二、津之江町一 三、津之江北町、柱本全域、藤の里町

火

７ ４ ４ 浦堂一 三、浦堂本町、原（府道枚方亀岡線より東側）、東天川一 五、緑が丘一 三

明野町、天川新町、北大樋町、五領町、三箇牧全域、須賀町、玉川一 四、千代田町、天王町、野田一 四、萩之庄一 五、八丁畷町、
日向町、松原町、三島江全域、緑町、南大樋町、南松原町、宮野町

水

８ ５ ５ 梶原一・二、古曽部町一 三、城西町、高垣町、堤町、道鵜町一 六、西之川原一部（小型地区）、野田東一・二、原（府道枚方亀岡線
より西側）、別所新町、別所本町、前島一 五、山手町一・二

赤大路町、大畑町、唐崎全域、川久保、北昭和台町、北柳川町、西面全域、桜ケ丘北町、桜ケ丘南町、芝生町一 四、昭和台町一・二、
富田丘町、富田町一 六、成合全域、西五百住町、如是町、東五百住町一 三、柳川町一・二、弥生が丘町

木

９ ６ ６ 出灰、大冠町一 三、杉生、中畑、二料、萩谷、萩谷月見台、深沢本町、霊仙寺町一

今城町、大塚町一・二、岡本町、梶原四 六、上土室一 六、川西町一 三、郡家新町、東和町、奈佐原全域、南平台一 五、土室町、
氷室町一 四、深沢町一・二、宮田町一 三

金

７ ７ 安満全域、上牧山手町、神内一、田能、紅茸町、南総持寺町

梶原三、郡家本町、清福寺町、塚原全域、東上牧一 三、淀の原町

月
曜日

１ ２ ３ し 尿 収 集 地 区 （ 音順）

１ ３月の収集日程は上表のとお
り。収集日に留守の場合は隣人に依頼
するなど必ずくみ取りができるようお
願いします。くみ取り口付近にはもの
を置かないでください。臨時の収集は

２・３日前にお申し込みください。
問合先 清掃業務課（ ・ ）

【し尿くみ取りの届出】し尿くみ取り依
頼や変更、停止には、資源循環推進課（市
役所本館７階）へ届出が必要です。

【手数料納入のお願い】し尿処理手数料
は、納入期限内に所定の金融機関か市役
所（支所）で納付してください（近畿２府
４県の郵便局でも可）。
問合先 資源循環推進課（ ）

表１ 可燃ごみ ●印が収集日

曜日別の
収集地区

月 月 １ 月

日程 １２３４５６７

曜日 月火水木金土日月火水木金土日月火

月・木曜日収集地区 ● ● ●
収集しません

●

火・金曜日収集地区 ● ● ● ● ●

曜日別の
収集地区

月 月 １ 月

日程

曜日

月・木曜日収集地区

火・金曜日収集地区

表４ リサイクルごみ
収集日程の変更がある地区 収集日

第１水曜日
赤大路町、朝日町、今城町、大畑町、幸
町、桜ケ丘北町、桜ケ丘南町、富田丘町、
土室町、氷室町一 四、東五百住町一
三、登美の里町、西五百住町、宮田町一
三、牧田町（１ 棟・住宅地）

１月１日
の収集を
月 日 に
変更

第１木曜日
川西町三、北昭和台町、北柳川町、寿町
一 三、栄町一 四、昭和台町一・二、
津之江町一 三、津之江北町、富田町一
六、如是町、南総持寺町、柳川町一・二

１月２日
の収集を
月 日 に
変更

第１金曜日
明野町、永楽町、春日町、沢良木町、城
東町、須賀町、千代田町、南松原町、天
王町、宮野町、東和町、大冠町一 三、
大塚町一 三、辻子一・二、高垣町、野
田一 四、東天川一 三、深沢町全域

１月３日
の収集を
月 日 に
変更

収集日程の変更がある地区 収集日

寒寒
ささ
にに
負負
けけ
ずず
親親
子子
でで

身身
体体
をを
動動
かか
そそ
うう

親親
子子
ヨヨ
ガガ
でで
リリ
ララ
ッッ
クク
スス

ああ
くく
ああ
ぴぴ
ああ
のの

おお
はは
なな
しし
会会

保保
育育
園園
給給
食食
のの
試試
食食
会会

パパ
パパ
とと
一一
緒緒
にに

アア
ーー
トト
ババ
ルル
ーー

絵絵
本本
のの
ひひ
ろろ
ばば

広広
場場
がが

絵絵
本本
でで
いい
っっ
ぱぱ
いい
にに

クク
リリ
スス
ママ
スス
とと
おお
正正
月月
のの

リリ
ーー
スス
作作
りり

１１
歳歳
まま
でで
のの
おお
口口
のの
ケケ
アア

ぱぱ
くく
ぱぱ
くく
教教
室室

（（
離離
乳乳
食食
教教
室室

保保
健健
師師
（（
非非
常常
勤勤
職職
員員
））

市市
民民
課課
事事
務務
職職
員員

（（
非非
常常
勤勤
職職
員員
））

学学
童童
保保
育育
指指
導導
員員

（（
非非
常常
勤勤
職職
員員
））

保保
健健
師師
・・
看看
護護
師師

（（
アア
ルル
ババ
イイ
トト
職職

（（ 月月 日日））

冬冬
期期
講講
座座

受受
講講
者者
をを
募募
集集

京京
都都
大大
学学
提提
携携
講講
座座

食食
料料
安安

全全
保保
障障
をを
確確
保保
すす
るる
たた
めめ
のの
日日

本本
農農
業業
のの
ああ
りり
かか
たた
をを
考考
ええ
るる

毎毎
日日
新新
聞聞
社社
提提
携携
講講
座座

時時
代代
をを
読読
むむ

記記
者者
のの
目目

大大
阪阪
薬薬
科科
大大
学学
公公
開開
講講
座座

身身
近近
なな
くく
すす
りり
がが
効効
くく
しし
くく
みみ

【
可
燃
ご
み
】

表
１
の
と
お
り
、
年
末
は

月

日

ま
で
、
年
始
は
１
月

５
日

か
ら
収
集
し
ま
す
。

【
大
型
可
燃
ご
み
】

年
末
は

月

日

ま
で
、

年
始
は
１
月
６
日

か
ら
平
常

ど
お
り
収
集
し
ま
す
。
表
２
の

地
区
は
日
程
を
変
更
し
て
収
集

し
ま
す
。

表３ 不燃ごみ
収集日程の変更がある地区 収集日

第１水曜日
野田一 四、大冠町一 三、庄所
町、南庄所町、月見町、天神町一
・二、栄町一 四、川久保、花林
苑、成合全域、日吉台一 七番町、
宮が谷町、弥生が丘町

１月１日
の収集

を 月
日 に変
更

第１木曜日
柱本全域、安岡寺町一 六、浦堂
本町（パークシティだけ）、奥天神
町一 三、名神町、川添一・二、
西町、東五百住町一 三

１月２日
の収集

を 月
日 に変
更

第１金曜日
阿武野一・二、今城町、郡家新町、
南平台一 五、萩谷、萩谷月見台、
霊仙寺町一・二、氷室町五・六、
高西町、城内町、城南町一 四、
出丸町、土橋町、牧田町（
棟・住宅地）

１月３日
の収集

を 月
日 に変
更

収集日程の変更がある地区 収集日



5 No.1301行 政 プ ラ ザ �

冬
場
も
環
境
に
優
し
い
節
電
省
エ
ネ

冬
場
も
環
境
に
優
し
い
節
電
省
エ
ネ

冬
は
暖
房
器
具
な
ど
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
市
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
平
成

年
度
の
冬
と
比
べ

て
約
６
％
の
消
費
電
力
削
減
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
家
庭
や
企

業
で
も
環
境
に
優
し
い
節
電
・

省
エ
ネ
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

冬
は
、
日
照
時
間
が
短
く
な

る
こ
と
か
ら
暖
房
器
具
の
使
用

が
増
え
、
朝
・
夕
を
中
心
に
電

力
消
費
の
ピ
ー
ク
が
長
く
続
き

ま
す
。
特
に
、
家
族
が
帰
宅
し
、

夕
食
の
準
備
を
す
る
な
ど
、
電

気
製
品
の
使
用
が
重
な
る
夕
方

以
降
は
、
節
電
が
必
要
な
時
間

帯
で
す
。

市
で
は
、
庁
舎
内
の
エ
ア
コ

ン
の
適
切
な
温
度
設
定
、
廊
下

な
ど
共
用
部
分
の
日
中
消
灯
、

本
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
３
台
の
う

ち
１
台
を
停
止
し
て
、
終
日
２

台
で
運
行
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。上

欄
の
よ
う
な
点
を
参
考
に

家
庭
で
も
身
近
な
こ
と
か
ら
実

践
し
ま
し
ょ
う
。な
お
、節
電
は

無
理
な
く
健
康
を
損
な
わ
な
い

範
囲
で
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

飼
育
は
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て

飼
育
は
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て

周
囲
へ
の
配
慮
も
忘
れ
ず
に

愛
ら
し
い
表
情
や
甘
え
た
仕

草
で
癒
し
や
潤
い
を
与
え

て
く
れ
る
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ

ト
は
、
飼
い
主
に
と
っ
て
は
大

切
な
家
族
で
す
。
一
方
で
、
犬

や
ね
こ
が
苦
手
な
人
や
恐
怖
心

を
も
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

ま
た
、飼
い
主
は
気
に
な
ら
な

く
て
も
鳴
き
声
や
排
せ
つ
物
の

に
お
い
な
ど
で
周
囲
に
迷
惑
を

掛
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は
、
正

し
い
マ
ナ
ー
や
し
つ
け
を
心
掛

け
、
愛
情
と
責
任
を
持
ち
、
周

囲
に
も
配
慮
で
き
る
飼
い
主
に

ペット飼育のペット飼育の
注 意 点注 意 点

【排せつ物の処理をしっか
りと】
排せつをした後はすぐに掃
除をしましょう。においな
どを迷惑に感じている人が
います。散歩時は持ち帰れ
るよう袋などを用意しまし
ょう
【犬の放し飼いは禁止】
人をかんだり、事故に遭う
可能性があります。しっか
りとリードなどでつなぎま
しょう
【飼い犬登録・狂犬病予防
注射を受けましょう】
犬を飼い始めたら、飼い犬
登録と年一回の狂犬病予防
注射が義務付けられていま
す
【不妊・去勢手術を考えま
しょう】
一般にペットのほとんどは
複数の子どもを産みます。
世話ができず、育てられな
いなら不妊・去勢手術をし
ましょう。性格がおとなし
くなったり、病気の予防に
もなります
【猫は室内で飼育】
外飼いの猫はふん尿や鳴き
声で近所に迷惑をかけてい
る場合があります。また、
事故や、ほかの猫からうつ
る感染症の危険もあります

市
は
、
犬
の
ふ
ん
の
放
置

を
な
く
す
た
め
、
ふ
ん
の
持

ち
帰
り
を
促
す

イ
エ
ロ
ー

カ
ー
ド
作
戦

の
啓
発
グ
ッ
ズ

を
配
布
し
て
お

り
、
参
加
団
体

を
募
集
し
て
い

ま
す
。

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
作
戦
と

は
、
放
置
さ
れ
た
犬
の
ふ
ん

に
困
っ
て
い
る
自
治
会
な
ど

の
団
体
が
、
ふ
ん
の
そ
ば
に

犬
の
ふ
ん
は
放
置
せ
ず
持

ち
帰
り
ま
し
ょ

う

と
書
か
れ

た
警
告
カ
ー
ド

や
、
の
ぼ
り
旗

な
ど
を
活
用
し

て
、
飼
い
主
に
マ
ナ
ー
の
向

上
を
呼
び
掛
け
る
も
の
で

す
。
皆
さ
ん
の
地
域
で
も
取

り
組
み
を
始
め
、
清
潔
で
住

み
よ
い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

情
報
化
発
展
へ

た
か
つ
き
計
画

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集

市
は
、
情
報
化
計
画

た
か
つ
き
計
画

の
素
案
に

対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

同
計
画
で
は
、
市
民
の
利
便

性
の
向
上
や
行
政
事
務
の
効
率

化
な
ど
を
図
る

事
業
を
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
設

定
。
平
成

年
度
か
ら
５
カ
年

間
を
期
間
と
し
て
情
報
化
の
さ

ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

な
お
、
素
案
は

政
策
課

（
総
合
セ
ン
タ
ー
５
階
）
、
行

政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
本

館
１
階

番
）
、
各
支
所
・
各

行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
市

立
各
公
民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

応
募
方
法

月

日

１

月
９
日
（
木
・
消
印
有
効
）
に

電
子
申
込
か
直
接
ま
た
は
、
郵

送
か
フ
ァ
ク
ス
に
、
意
見
、
住

所
、
氏
名
（
団
体
の
場
合
は
所

在
地
・
団
体
名
・
代
表
者
氏

名
）
を
書
い
て
、

政
策
課

（
〒

・
８
５
０
１
住
所
不
要

・
７
３
４
３
、

・
７

７
８
０
）
へ

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
作
戦

犬
の
ふ
ん
の
持
ち
帰
り
促
進

問合先

清
掃
業
務
課

・
１
１
３
６

問合先

問合先

保
健
衛
生
課

９
３
３
１

問合先 問合先

環
境
緑
政
課

７
４
８
３

問合先

節電のポイント
【暖房器具】
●重ね着して、室温 度を心掛ける
●厚手のカーテンを掛ける

【照明】
●不要な照明をできるだけ消す

【テレビ】
●画面の輝度を下げ、必要なとき以
外は消す

【冷蔵庫】
●設定は 弱 にして、扉の開閉時
間を減らす
●食品を詰め込みすぎない

【温水洗浄トイレ】
●便座の保温・温水の設定温度を下
げる
●ふたを閉めておく

市
民
団
体
・

た
か
つ
き
環
境

市
民
会
議
は
雨

水
タ
ン
ク

た

か
つ
き
天
水
く
ん

（
右
写

真
）
の
設
置
希
望
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

た
ま
っ
た
雨
水
は
植
木
の

水
や
り
や
打
ち
水
に
使
用
で

き
、
水
道
代
の
節
約
に
も
な

り
ま
す
。

募
集
内
容

台
数

台
（
多
数
抽
選
）

容
量

約

（
直
径

・

５

×
高
さ

）

※
青
色
、
樹
脂
製
容
器

提
供
形
態
・
費
用

加
工

し
て
い
な
い
タ
ン
ク
の
提
供

千

円

加
工
済
の
雨
水

タ
ン
ク
の
提
供

６
千
円

設
置
費
込
み

約
１
万
２
千

円

※

は
環
境
緑
政
課

分
室（
出
丸
町
）で
引
き
渡
し

申
込
方
法

月

日
（
火
・

消
印
有
効
）
ま

で
に
往
復
は
が

き
に
、
希
望
形
態
・
台
数
、

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
書

い
て
、
環
境
緑
政
課
（
〒

・
８
５
０
１
住
所
不
要
）
へ

問
合
先

環
境
緑
政
課
（

・
７
４
８
３
）

雨
水
タ
ン
ク

た
か
つ
き
天
水
く
ん

市市
営営
ババ
スス
乗乗
客客
実実
態態

調調
査査
にに
ごご
協協
力力
をを

年年
末末
のの
交交
通通
事事
故故

防防
止止
運運
動動

工工
業業
統統
計計
調調
査査
をを
実実
施施

土土
壌壌
汚汚
染染
のの
指指
定定
解解
除除

犬犬
・・
猫猫
のの
引引
きき
取取
りり

口口
腔腔
保保
健健
セセ
ンン
タタ
ーー

年年
末末
年年
始始
のの
診診
療療
体体
制制

固固
定定
資資
産産
税税
・・
都都
市市
計計
画画
税税

第第
４４
期期
のの
納納
期期
限限
はは

月月

日日

新新春春経経済済講講演演会会

府府
税税
のの
滞滞
納納
者者
にに

催催
告告
やや
差差
しし
押押
ささ
ええ

な
り
ま
し
ょ
う
。
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主
任
児
童
委
員

高
槻

望
月
典
子

八
幡
町

４

▼

桃
園

瀧
澤
早
千

子

城
北
町
一

５
▼

芥
川

太
田

美

月
見
町
８

７
▼

郡
家

嶋
田
義
勝

郡
家
新
町

４
▼

芝
生

山
下
万
里
子

芝
生
町
一

▼

富
田

里
永
公
子

昭
和
台
町
二

▼

赤

大
路

益
永
京
子

富
田
丘
町

４
▼

大
冠

川
誠

藤
の
里
町

▼

北
大
冠

八
木
靖
子

緑
町

８
▼

松
原

上
迎
俊
介

明
野
町

１

５

▼

三
箇
牧

橋

岡
克
子

西
面
中
二

３

▼

磐
手

園
美

高
垣

町

７
▼

奥
坂

小
阪
登

志
子

古
曽
部
町
三

４

▼

清
水

漆
原
由
香
利

大

蔵
司
二

３
▼

安
岡
寺

木
天
明
美

芝
谷
町

▼

桜
台

辻
美
帆
子

堤
町

５
▼

竹
の
内

田
中
啓

子

辻
子
三

９
▼

柳

員

川

藤
榮
和
子

柳
川
町
二

▼

阿
武
野

石
森
友

子

土
室
町

▼

南
平

台

北
畑
睦
美

南
平
台
五

８

▼

五
領

中
井
法
子

梶
原
一

３

３
▼

上
牧

亀
澤
京
子

淀
の
原
町

▼

西
大
冠

馬
立
淑
子

城
南
町
一

▼

若
松

城
領
妙
子

春
日
町
８

▼

川
西

森
本
嘉
代
子

川

西
町
一

２
▼

津
之
江

岡
本
綾
子

津
之
江
北
町

５
▼

如
是

赤
松
清

津

之
江
町
三

▼

五
百

住

田
元
子

東
五
百
住
町

三

▼

南
大
冠

田

中
喜
己
枝

大
塚
町
二

▼

冠

熊
田
栄
子

大
冠

町
三

▼

日
吉
台

鈴
木
真
須
美

真
上
町
六

９

１

▼

北
日
吉
台

藤

美
紀

寺
谷
町

▼

土
室

大
口
香
由

上
土
室
六

１

富
寿
栄
団
地
（
８

・

・

棟
）

牧
野
真
由
美

富
田

町
二

７
▼

富
田
町
二

９

・

守
山
光
造

富
田
町
二

５

▼

富
田

町
二

７
・
８
・

・

・

神
保
千
代
子

富
田
町
二

７

２
▼

富
田
町
三

１

・

勝
田
欣
子

富

田
町
三

３
▼

富
田
町

四

１

６
・
８

爲
田

曉
美

富
田
町
四

▼

富
田
町
五

１

石
田

衛

富
田
町
五

６

▼

富
田
町
五

松
井
茂

範

富
田
町
六

２

▼

富
田
町
五

井

史

富
田
町
五

６
▼

富
田
町
六

１

笹
井
サ

ト
江

富
田
町
六

５

▼

富
田
町
六

植
田

二
三
子

富
田
町
六

赤
大
路
地
区

赤
大
路
町
１

・

山

下
陽
子

赤
大
路
町
５

１
▼

赤
大
路
町大

久
保
ヒ
ロ
ミ

赤

大
路
町

▼

赤
大
路
町

・

横
井
宣
枝

赤

大
路
町

▼

富
田
丘
町

１

３
・

樽
井
幸
男

富
田
丘
町

▼

富
田
丘
町

以
降

曽
我
部
惠

子

富
田
丘
町

２
▼

北

昭
和
台
町

以
降

横
山
雅
子

北
昭
和
台
町

９
▼

富

田
町
一

田
口

一

富
田
町
一

▼

富
田
町
一

多
田
大
乘

富
田
町
一

９
▼

富
田
町
一

倉
橋
卓
已

富
田

町
一

▼

幸
町

区

１
・
２
・
７
・
８
、大
畑
町
２

坪
田
淳
子

大
畑
町
２

７

▼

大
畑
町
１
・
３

佐
野
英
俊

大

畑
町

▼

大
畑
町

・

吉
田
美
子

大

畑
町

▼

大
畑
町

合
田
睦
枝

大
畑
町

１

南
平
台
地
区

南
平
台
一

１

中
島

和
子

南
平
台
一

８

５
▼

南
平
台
一

坂
本

千
香
代

南
平
台
一

▼

南
平
台
二
、
五

１

岡
本
安
都
子

南
平
台
二

区

９

４
▼

南
平
台
三

澤

幸
子

南
平
台
三

８

４
▼

南
平
台
四

川
地
惠
美
子

南
平
台
四

▼

南
平

台
五

・

以
降

前

原
昭
廣

南
平
台
五

▼

南
平
台
五

宮

本
興
毅

南
平
台
五

▼

奈
佐
原
三
、
奈
佐
原
、
奈

佐
原
元
町
、
霊
仙
寺
、
霊
仙
寺

町
一
・
二

中
村
貴
代
香

奈

佐
原
元
町

▼

大
字
萩

谷

森
田
京
子

大
字
萩
谷
６

５
５
▼

萩
谷
月
見
台

宮
津

万
智
子

萩
谷
月
見
台
５

土
室
地
区

上
土
室
一

堀
部
正
之

上
土
室
一

１

▼

上
土
室
四

小
林
守

上
土

室
四

５

３

▼

上
土

室
五
・
六

１

松
田
弘

子

上
土
室
五

▼

上
土
室
六

以
降

橋
本
庸

子

上
土
室
六

▼

塚
原
一
（
４
・
５
・
７
・

除
く
）、阿
武
野
一
、
塚

原
五

松
本
永
子

塚
原
五

２

▼

塚
原
三

岸
田
央

子

塚
原
三

２
▼

塚

原
四

奥
田
照
子

塚
原
四

▼

塚
原
六

斉
藤
俊

正

塚
原
六

阿
武
山
地
区

奈
佐
原
一
（
５

９
・

・

除
く
）

坂
上
雅
子

奈
佐

原
一

３

▼

奈
佐

原
二

１

３
、奈
佐
原
四（
公

団

番
街
を
含
む
）

川
瀬
由

美

奈
佐
原
二

２

９
▼

奈
佐
原
二

４

（
８

９

除
く
）

杉
裕
子

奈
佐
原

二

４

１

▼

奈
佐
原

二

８
・

・

三
輪
千
惠

奈
佐
原
二

１

▼

奈

佐
原
二

９
・

以
降
、
阿
武

野
二

岡
榮
子

奈
佐
原
二

９

４

▼

上
土
室
二

伊
藤
和
子

上
土
室
二

１

▼

上
土
室
三

１

土
性
弘
子

上
土
室
三

２
▼

上
土
室
三

以
降
、
奈
佐
原
一

・

太
田
充
俊

上
土
室
三

５
▼

大
和
一
・
二

奈
良
俊

市

大
和
一

８
▼

塚

区区

原
一

４
・
５
・
７

河
島

子

塚
原
一
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▼
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町

▼
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・
六

藤
本
明
幸

梶
原
五

４

▼

萩
之
庄
一

三

圓
實
三
朗

萩
之
庄
一

１

３
▼

井
尻
一
、
道
鵜
町
一

四
・
五

１

４

北
川
清

一

道
鵜
町
二

２

▼

道
鵜
町
五

５
（
エ
ン
ゼ
ル
ハ

イ
ム
）

松
本
廣
昭

道
鵜
町

五

５

１

１
３
１
２
▼

前
島
一

五
、
道
鵜
町
六
、
野

田
東
二
、
東
天
川
四
・
五

濱

下
和
雄

前
島
一

７
▼

上
牧
南
駅
前
町

長
谷
川
登

上
牧
南
駅
前
町
３

▼

区

神
内
二

井
智
子

神
内
二

５

▼

上
牧

山
手
町
、
神
内
一
・
二
（

除
く
）
、
梶
原
三

治
勲

神
内
一

２

５

上
牧
地
区

東
上
牧
二

野

崇
子

東
上
牧
三

▼

東
上
牧
三

９

相
澤

史

東
上
牧
三

▼

上
牧
町
一

五
、
梶
原
中
村
町

川
篤
志

上
牧
町
一

１

▼

淀
の
原
町

・

・

・

・

・

・

・

沖
本
卓
郎

淀
の
原
町

５

▼

淀
の
原
町
７
・

・

・

・

・

・

・

江

清
美

淀
の
原
町

６
▼

淀
の
原
町
１

６
・

・

・

・

・

・

・

岳
山
慶
生

淀
の
原
町

８

▼

淀
の
原
町

・

・

大
給
康
司

淀
の
原

町

▼

淀
の
原
町

・

・

・

・

・

・

・

・

・

島
本
文
雄

淀

の
原
町

▼

淀
の
原
町

８
・
９
・

・

・

・

・

区

・

・

・

平
井
忠
幸

淀
の
原
町

７
▼

淀
の

原
町

・

・

・

・

・

二
目
裕
美
子

淀
の
原
町

１

大
冠
地
区

東
天
川
一
、
二

・

・

、
三

・

・

橋
長
富
美
子

東
天
川
三

５
▼

東
天
川
二

２
・
７

・
９
、
三

１

田
村
聰

子

東
天
川
三

▼

藤
の
里
町
１

・

１

７
号
・

１

９
号

臼
井

千
賀

藤
の
里
町

９
▼

藤
の
里
町

（

１

７
号
・

１

９
号
除
く
）

佐
伯
俊
子

藤
の
里
町

▼

天
川
町
１
（
１

棟
）
、

（

棟
）

諌

山
正
幸

天
川
町

▼

天
川
町
７
（

棟
）

溝
野
頼
子

天
川
町
７

▼

天
川
町

（

棟
）
、

（

棟
）

島
勝

天
川
町

▼

天
川
町

以
降

井
上
明
美

東
天
川
三

６
▼

天

区

川
新
町

増
田
洋
子

天
川
新

町
９

７
▼

日
向
町
１

・

・

・

・

石
田
峰

子

日
向
町

▼

日
向

町

・

・

以
降

横

木
亜
喜
子

日
向
町

５
▼

須
賀
町
（

除
く
）

槇
塲
清
久

須
賀
町

北
大
冠
地
区

緑
町
１

石
川
眞
理
子

緑
町
８

▼

緑
町

以

降

松
山
光
夫

緑
町

▼

天
王
町

宮
辻
孝
治

天

王
町

▼

宮
野
町
１

２
・
４

水
野
惠
美
子

宮
野
町
２

３
▼

宮
野
町
３

稲
葉
靖
子

宮
野
町
３

２

▼

宮
野
町

武

富
秀
夫

宮
野
町

２
▼

宮
野
町

植
田
博

宮

野
町

▼

野
田
一

明

里
嘉
代
子

野
田
一

２

▼

野
田
二

１

本
田

一
成

野
田
二

９

１
▼

野
田
二

小
西
久
仁

夫

野
田
二

２
▼

野

田
二

以
降
、
野
田
四

光

浪
水
都
子

野
田
四

３
区

▼

野
田
三

１

９
・

加

吟
子

野
田
三

６
▼

野
田
三

・

川
端
容
子

野
田
三

▼

野
田
三

・

橋
長
智
子

野

田
三

松
原
地
区

松
原
町

日
下
部
百
合
子

松
原
町

２
▼

南
松
原
町

１

７

森
安
妙
子

南
松
原

町
７

１
▼

南
松
原
町
８

名
合
誠
一

南
松
原
町

４
▼

千
代
田
町
２
・
３
・

竹
村
充

南
松
原
町

４
▼

千
代
田
町
１
・
４

・
５

福
原

彦

松
原
町

９
▼

千
代
田
町

福

知
子

千
代
田
町

▼

千
代
田
町
６

吉
井

美
沙
子

千
代
田
町

▼

明
野
町
１

近
藤
由
江

明
野
町
７

▼

明
野
町

丸
居
美
樹
夫

明
野

町

２
▼

明
野
町

以
降

稲
葉
文
江

明
野
町

▼

永
楽
町

木
曽
谷
律
子

永
楽
町
８

▼

沢
良
木
町

区

藤
井
義
治

千
代
田
町

▼

沢
良
木
町
１
・

２
・

増
田
則
美

沢

良
木
町

▼

沢
良
木
町

都
築
ひ
ろ
子

沢
良
木
町

６
竹
の
内
地
区

大
塚
町
五

深
串
有
里

大

塚
町
五

▼

大
塚
町

四
、
竹
の
内
町

以
降

川
口

賀
世
子

大
塚
町
四

▼

竹
の
内
町
１

吉
村

勝

竹
の
内
町
７

▼

竹

の
内
町

石
塚
稔

竹

の
内
町

▼

北
大
樋
町

（

除
く
）

加
藤
紀
子

北
大
樋
町

▼

北
大

樋
町

（
ラ
イ
オ
ン
ズ
マ

ン
シ
ョ
ン
）

野
瀬
努

北
大

樋
町

１

▼

南
大
樋

町
１

北
村
文
代

南
大
樋
町

１

１

▼

辻
子
三

１

濱
本
ミ
サ
子

辻
子
三

５
▼

辻
子
三

以

降

中
村
君
江

辻
子
三

玉
川
地
区

牧
田
町

（
さ
ん
く
れ

区区

る
・
牧
田
荘
園
）

松
岡
健

一

牧
田
町

▼

富
田

団
地

棟

池
田
ヒ
ロ
子

牧
田
町
５

号
▼

富
田
団
地

・

棟

西
田
秀
子

牧
田
町
６

号
▼

富
田
団
地

棟

西
内
賢
三
郎

牧
田
町
６

号
▼

富
田
団
地

棟
、
牧
田
町

塩

屋
從
子

牧
田
町

号
▼

富
田
団
地

棟

白
井
勉

牧
田
町

号
▼

富
田
団
地

棟

武
藤
マ
サ
エ

牧
田
町

号
▼

富
田
団
地

棟

岩
下
清
子

牧
田
町

号
▼

唐
崎
西
一
・
二

１
、
玉
川
新
町

石
原
孝
三

唐
崎
西
一

２

南
大
冠
地
区

深
沢
町
一

西
村
昌
子

深

沢
町
一

▼

深
沢
町

二

４
（
４
号
棟
・
５
号
棟
）

小
松
留
弘

深
沢
町
二

４

４

▼

深
沢
町
二

１

・
２
（
８

号
棟
）

日
原

宣
昭

深
沢
町
二

１

９

区

▼

深
沢
町
二

７
（
２
号

棟
）
、

（
１
号
棟
）

後
藤

政
夫

深
沢
町
二

３

６

▼

深
沢
本
町

木
文
代

深
沢
本
町

３
▼

大
塚

町
一

１

牧

樹

大

塚
町
一

７
▼

大
塚
町

一

以
降
、
三

１

５

木
山
郁
子

大
塚
町
一

４
▼

大
塚
町
二

以
降

長
束
泰
司

大
塚
町
二

▼

大
塚
町
三

６
以
降

（
北
詰
一
戸
建
て
・
リ
バ

サ

イ
ド
ガ

デ
ン
除
く
）

奥
田

由
紀
惠

大
塚
町
三

４

冠
地
区

松
川
町

田
中
和
子

松
川

町

８
▼

辻
子
一

松
村

惠
子

辻
子
一

７

▼

辻
子
二

田
友
子

辻
子
二

６
▼

大
冠
町
一
・
二

岡
芳
子

大
冠
町
二

６

▼

大
冠
町
三

波
多
美

惠
子

大
冠
町
三

▼

東
和
町

富
森
紀
久
夫

東

和
町

５
▼

須
賀
町

妙
一
洋
子

須
賀
町

区

地

１

７
棟

野
口

子

登
町

１

号
▼

下

田
部
団
地

８

棟

平
野

春
男

登
町

７

号

▼

下
田
部
団
地

棟

小
野
明

登
町
２

号
▼

下
田
部
団
地

棟
、登
町
５

奥
田
常
雄

登

町
５

号
▼

下
田

部
団
地
周
辺
、西
大
樋
町
、（
登

町
１

２
番
地
、
番
地
除
く
）

千
葉
仁

登
町

▼

下
田
部
団
地

１

４

６

７

棟

井
上
美
枝
子

登
町

７

号
▼

下
田
部
団
地

２
・
３
・
５

棟

川

本
克
子

登
町

号
▼

下
田
部
団
地

８

棟

有
枝
か
つ
み

登
町

号
▼

下
田
部
団
地

棟

橋
詰
博
子

登

町

号
▼

下
田

部
団
地

棟

前
野
美

惠
子

登
町

号

西
大
冠
地
区

城
南
町
一

１

５

岡
島
か
を
る

城
南
町
二

６
▼

城
南
町
一

６

笠
原
和
麿

城
南
町
一

９

▼

城
南
町
一

三
坂
茂
苗

城
南
町
三

６
▼

城
南
町
二

１

区

松
田
信
子

城
南
町
二

８
▼

城
南
町
二

松
村
和
夫

城
南
町
二

▼

城
南
町
三

平

岡
美
枝
子

城
南
町
三

▼

城
南
町
四

１

９

山
崎
道
博

城
南
町
四

１

▼

城
南
町
四

以
降

今
西
弘

城
南
町
四

７
▼

下
田
部
町
一

１

和
泉
敏
夫

下

田
部
町
一

６
▼

下
田

部
町
一

・

以
降

川
畑

通

下
田
部
町
一

▼

西
冠
一

以
降

武
俊
昭

西
冠
一

友
枝
裕
子

寺
谷
町

北
日
吉
台
地
区

日
吉
台
二

烏
野
正
代

日

吉
台
二

７

▼

日
吉
台

三
（

以
降
除

く
）

松
木
ヱ
ミ
子

日
吉
台

三

３

▼

日
吉
台
五

１

４
・
８

中
野
京
子

日
吉
台
五

４

３
▼

日

吉
台
五

５

７
・

荒
木
幸
子

日
吉
台
五

５

▼

日
吉
台
七

１

岩
永
雅
子

日
吉
台
七

８

▼

日
吉
台
七

原
直
子

日
吉
台
七

８

▼

成
合
西
の
町
、花
林
苑
、成

合
北
の
町（
関
西
電
力
高
圧
線

以
北
府
道
伏
見
柳
谷
高
槻
線
以

西
の
地
域
）

西
和
子

花
林

苑
１

▼

弥
生
が
丘
町
１

８

尾
塩
則
明

弥
生
が
丘
町

６
▼

弥

生
が
丘
町
９
（

号
）
・

（
１

号
）
・

・

今
森
克
己

弥
生
が

丘
町

▼

弥
生
が
丘
町

９
（
１

・

号
以
降
）
・

（

号
以
降
）
・

以
降

永
友
緑

弥
生
が
丘
町

▼

寺
谷
町

・

佐
々
木
義
夫

寺
谷
町

６

▼

寺
谷
町

・

・

以
降

丸
山
啓
治

寺
谷
町 区

山
口
圭
子

松
が
丘
一

▼

松
が
丘
二

近
藤
眞
佐
男

松
が
丘
二

５
▼

芝
谷
町
１

２
・
９

・

西
村
晴
美

芝
谷
町
１

▼

芝
谷
町

（
１

２
・
９

・

・

・

・

除
く
）

今
永

久
生

芝
谷
町
５

６

日
吉
台
地
区

日
吉
台
一

西
嶋
三
千
代

日
吉
台
一

４
▼

日
吉

台
六

１

・

・

三
俣
玲
子

日
吉
台
六

６
▼

日
吉
台
六

・

・

谷
野
美
知
子

日
吉
台
六

９
▼

奥

天
神
町
一

平
尾
明

奥
天
神

町
一

▼

真
上
町
五

（

除
く
）
谷
口
正
昭

真
上
町
五

▼

奥
天

神
町
三

西
村
惠
子

奥
天
神

町
三

１

▼

宮
が
谷
町

８
以
降

大
塩

代
子

宮
が

谷
町

２
▼

真
上
町
六

１

９
・

平
井
淳

真
上
町
六

９

１

▼

真
上
町
六

桑
原
好

真
上
町
六

６
▼

真

上
町
六

、
緑
が
丘
二

山
田
清
章

真
上

町
六

７
▼

寺
谷
町
１

、
芝
谷
町

・

・
区

美

大
字
原
１
０
２
１
▼

松

が
丘
三

１
・
８

・

・

・

・

・

古
田
榮
子

松
が
丘
三

▼

松
が
丘
三

２

７
・

・

・

・

・

・

清
水
滿
里
子

松
が
丘
三

▼

松
が

丘
四

清
水
勝
子

松
が
丘
四

８
▼

安
岡
寺
町
四

１

森
田
三
喜
子

安
岡

寺
町
四

▼

安
岡
寺

町
四

・

以
降

山

博

安
岡
寺
町
四

７
▼

安
岡
寺
町
五

１

、
六

１
・

山
中
英
明

安
岡
寺
町
五

▼

安
岡
寺
町
五

以
降

古
都

マ
リ
子

安
岡
寺
町
五

▼

高
見
台
、
安
岡
寺
町
六

（
１
・

除
く
）

小
林
伸
雄

高
見
台
８

安
岡
寺
地
区

安
岡
寺
町
一

１

・

以
降
、
浦
堂
本
町

磯

野
智
子

安
岡
寺
町
一

２

▼

安
岡
寺
町
一

矢
野
ふ
み
子

安
岡
寺
町
一

２
▼

安
岡
寺
町
二

氏
原
喜
美
子

安
岡
寺
町
二

▼

安
岡
寺
町
三

赤

塚
章
子

安
岡
寺
町
三

５
▼

松
が
丘
一

１ 区

宮
之
川
原
五

５

４
▼

宮
之
川
原
元
町

植
木
弘
昭

宮
之
川
原
元
町

▼

西

之
川
原
一
、
二
（
１
・
３
・

・

除
く
）

蔵
人
幸
代

西
之
川
原
一

４
▼

浦
堂
本
町
（

除
く
）

下
村
和
子

浦
堂
本
町

１

▼

浦
堂
二
（

・

除
く
）
、

三

高
畑
美
智
子

浦
堂
三

７
▼

大
蔵
司
二

１

・

・

瀬

夫

大
蔵
司
二

１

▼

浦

堂
一
、
大
蔵
司
三

藤
原
通
子

大
蔵
司
三

３
▼

大

蔵
司
二

・

・

、
西
之
川
原
二

１
・

３
・

・

木
村
公
代

大
蔵
司
二

４

樫
田
地
区

大
字
田
能

秋
田
哲
雄

大

字
田
能
小
字
中
条

▼

大
字

中
畑

畑
秀
春

大
字
中
畑
小

字
久
保
条

▼

大
字
出
灰

渡
邊
美
広

大
字
出
灰
小
字
垣

内

▼

大
字
二
料

久
保
健

一

大
字
二
料
小
字
久
野
ケ
谷

▼

大
字
杉
生

大
上
誠

大
字
杉
生
小
字
千
ケ
谷

北
清
水
地
区

原
（
西
条
・
下
条
）

宮
脇

正
美

大
字
原
１
２
０
２
▼

原
（
川
東
・
中
村
）

谷
川
和

区区

所
本
町

１

１
１
０
９
▼

古
曽
部
町
一

１

井

上
俊
明

古
曽
部
町
一

▼

古
曽
部
町
一

以
降

中
井
洋
子

古
曽
部
町
一

▼

古
曽
部
町
二

１

９

奥
西
英
津
子

古
曽
部

町
二

８

▼

古
曽
部
町

二

・

阪
本
道
子

古

曽
部
町
二

▼

古
曽
部
町
二

持
田

ち
え
子

古
曽
部
町
二

１

４
１
６
▼

古
曽
部
町
二

奥
田
妙
子

古
曽

部
町
二

▼

古
曽
部

町
三

五

土
井
六
三

古
曽

部
町
一

２
▼

美
し
が

丘
一
・
二

黒
川
良
博

美
し

が
丘
二

８清
水
地
区

東
城
山
町

中
村
研
一

東

城
山
町

▼

塚
脇
一

五
、
原
（
城
山
）

谷
美
惠

子

塚
脇
一

▼

黄

金
の
里
一

津

秀
子

黄
金

の
里
一

７

▼

宮
之
川

原
一
・
二

丸
田
三
枝
子

宮

之
川
原
二

１

▼

宮
之

川
原
三

山
脇
徹
男

宮
之
川

原
三

７

▼

宮
之
川
原

四
、
浦
堂
二

・

藤
森

充

宮
之
川
原
四

６

９

▼

宮
之
川
原
五

古
川
洋
子

区

和
子

明
田
町
１

▼

城

北
町
一

１

５
・
９
（
１

９
号
）

清
水
和
子

城
北
町

一

２

▼

城
北
町
一

６

（
９

１

９
号
除
く
）

青
野
千
佳
子

城
北
町
一

▼

城
西
町
１

４
、

桃
園
町

田
村
み
ど
り

城
西

町
４

▼

城
西
町
５
（

号
除
く
）

宮
本
勲

城

西
町
５

▼

城
西
町
５

（

号
）・
６

小
椋

塚
千
代

土
橋
町
２

▼

土
橋
町
３
、
城
内
町

松
井
美

代
子

城
内
町
４

▼

野

見
町
１
・
２
・
６

正
木
早
智

子

野
見
町
６

桃
園
地
区

上
田
辺
町
１

７
・
９
（

号
）

森
本
祐
記
夫

上

田
辺
町
２

▼

上
田
辺
町

８
・
９
（
１

号
）
・

松
久
威

上
田
辺
町

８
▼

明
田
町
、
桜
町

北
國

区

高
槻
地
区

八
丁
西
町
、
大
学
町

吉
武

美
惠
子

八
丁
西
町
４

２
▼

高
槻
町
１

松
島
美
惠

高
槻
町
７

▼

北
園
町

１

８

荻
野
玲
子

北
園
町

７

▼

城
北
町
二

井

佳
子

城
北
町
二

３

６
▼

上
本
町

塩
井

上
本
町

区

▼

京
口
町

石
田
久

美
子

京
口
町

３
▼

大

手
町

家
西
千
代

大
手
町
６

９
▼

本
町

梅
木
記
代
子

本
町
８

２
▼

城
東
町

鼻

香
代
子

城
東
町

▼

八
幡
町
６

田
初
子

八
幡
町

▼

土
橋
町
１
・
２
・
４

６

赤

・

・

・

、
二

１

山
中
雅
代

西
真
上
一

２

４
▼

西
真
上
一

５
・

９
・

・

・

・

・

・

以
降
（

・

・

・

除

く
）

羽
森
俊
成

西
真
上
一

５
▼

真
上
町
四

宮

田
妙
子

真
上
町
四

８

▼

緑
が
丘
一

中
村
仁

緑

が
丘
一

▼

緑
が
丘

二
（

除
く
）、三

佐
保

田
修

緑
が
丘
二

１
▼

西
真
上
二

以
降
、
名
神

町

上
田

名
神
町

２

磐
手
地
区

八
丁
畷
町（
３
除
く
）
丹
野

富
士
子

八
丁
畷
町

９
▼

八
丁
畷
町
３

久
保
園
泉

八
丁
畷
町
７

▼

成
合
、成

合
北
中
東
南
の
町（
関
西
電

力
高
圧
線
以
北
府
道
伏
見
柳
谷

高
槻
線
以
西
の
地
域
除
く
）

小
野
育
代

成
合
東
の
町

１
▼

山
手
町
一
・
二

池
下

征
子

山
手
町
一

２
▼

区

芥
川
地
区

芥
川
町
一

１

２

・

・

棟

隅
田
康
子

芥
川
町

一

２

２
２
１
０
▼

芥
川
町
二

１

寺
本
治

郎

芥
川
町
二

４

▼

芥
川
町
二

福
田
美

智
子

芥
川
町
二

▼

芥
川
町
三

１

下
浦
眞
由
美

芥
川
町
三

２

▼

芥
川
町
四

１
・

・

・

碓
井
貴
己
子

芥
川
町
四

▼

芥

川
町
四

２

・

・

・

古
藤
眞
由
美

芥
川
町
四

２
▼

月
見
町
（
３
・

７
以
降
除
く
）
、
天
神
町
二

片
山
葉
子

天
神
町
二

５

▼

月
見
町
３
・
７
以

降

出
原
啓
子

月
見
町
５

▼

天
神
町
一
（

除
く
）

木
葉
子

天
神
町
一

６

区

▼

天
神
町
二

１

宮
地
和
俊

天
神
町
二

▼

真
上
町
一

・

、
二

６

８
・

早
瀬
潤
子

真
上
町
一

３
▼

真
上
町
二

１

５
・
９

福
田
雅
夫

真
上
町
二

▼

南
芥

川
町
１

７

山
本

主

南

芥
川
町
２

▼

南
芥
川
町

８

竹
谷
慎
二

南
芥
川

町

真
上
地
区

大
蔵
司
一
（
雇
用
促
進
住
宅

除
く
）

武
田
ゆ
り
子

大
蔵

司
一

５

▼

大
蔵
司
一

（
雇
用
促
進
住
宅
だ
け
）

山

口
英
雄

大
蔵
司
一

７

４

４
棟

▼

殿
町

、
西
真

上
一

・

小
山
直
彦

殿
町

１

▼

西
真
上

一

１

４
・
６

８
・

区

安
満
北
の
町
、安
満
磐
手
町
、

安
満
御
所
の
町
、
安
満
東
の
町

３
以
降
、
紅
茸
町

小
野
敏
彦

安
満
北
の
町
６

▼

安

満
新
町
、
安
満
東
の
町
１
・
２

保
田
カ
ツ
子

安
満
新
町
２

▼

安
満
西
の
町
（

・

除
く
）

大
山
朝
熈

安
満

西
の
町

８
▼

別
所
本
町

（

・

・

除
く
）

中
西
和
子

別
所
本
町
６

２
▼

別
所
中
の
町

佐
藤
節

子

別
所
中
の
町

２
▼

高
垣
町
１

橋
本
徹

高

垣
町

１
▼

高
垣
町

増
田
行
光

高
垣
町

▼

高
垣
町

・

・

上
村
始

高
垣
町

▼

川
久
保

荒
木
チ
ヱ

子

大
字
川
久
保

１

奥
坂
地
区

別
所
本
町

・

森
脇
勝
子

別
所
本
町

６

▼

別
所
本
町

、
宮

が
谷
町
１

７

岡
正
一

別

区

本
市
の
民
生
委
員
児
童
委
員
が

月
１
日
付

け
で
改
選
さ
れ
、
総
数
４
７
２
人
が
厚
生
労
働

大
臣
と
高
槻
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
平
成

年

月

日
ま
で
の
３
年
間
で
、

今
後
、
地
域
に
お
け
る
相
談
・
支
援
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
活
動
内
容
】
民
生
委
員
児
童
委
員
は
民
生
委

員
法
・
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
て
設
け
ら
れ
て

お
り
、
具
体
的
な
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
に
関
す
る
相
談
・
助
言
な
ど
、
福
祉
の
制

度
や
サ

ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
、
社
会

福
祉
施
設
な
ど
と
の
連
携

地
域
で
の
問
題
の

発
見
や
対
策
の
検
討

福
祉
事
務
所
な
ど
の
行

政
機
関
の
業
務
へ
の
協
力

地
域
福
祉
へ
の
協

力

扶
養
証
明
、
無
職
証
明
な
ど
の
各
種
証
明

事
務
。
主
任
児
童
委
員
は
、
地
区
を
担
当
す
る

民
生
委
員
児
童
委
員
や
地
域
の
人
と
一
緒
に
な

っ
て
、
児
童
福
祉
を
専
門
に
担
当
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
健
康
福
祉
政
策
課
（

・
７
１

６
２
、

・
７
８
２
０
）
、
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
事
務
局
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

・
７
６
８
４
、

・
１
４
６
２
）

市
北
部

市
北
部

市
中
央
部

市
中
央
部

市
西
部

市
西
部

本文の読み方
市内を大きく４ブロックに分け、
地区ごとに名簿を掲載していま

す。本文中の は担当地区、 は民
生委員児童委員氏名（敬称略）、 は
住所です。

干

敏敏敏

敏敏敏

都

博
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冬冬
場場
もも
環環
境境
にに
優優
しし
いい
節節
電電
省省
エエ
ネネ

飼飼
育育
はは
愛愛
情情
とと
責責
任任
をを
持持
っっ
てて

ペペッットト飼飼育育のの
注注 意意 点点

月

日

に
、
市
営
バ
ス

の
よ
り
よ
い
運
行
ダ
イ
ヤ
編
成

の
た
め
、
乗
客
実
態
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
乗
車
時
に
調
査
員

が
渡
す
調
査
票
の
該
当
項
目
を

折
り
曲
げ
て
く
だ
さ
い
。
降
車

時
に
調
査
員
が
回
収
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象
の
路
線

道
鵜
町
・

上
牧
・
六
中
前
・
前
島
・
ク
リ

ン
ピ
ア
前
島
・
天
王
町
経
由
北

大
塚
線

問
合
先

交
通
部
企
画
運
輸
課

（

・
３
５
１
２
）

月

日

ま
で
年
末
の
交

通
事
故
防
止
運
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。年
末
は
忘
年
会
な
ど
、

飲
酒
の
機
会
が
増
え
ま
す
が
、

飲
酒
運
転
は
し
な
い
、
さ
せ

な
い

を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転

を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
夜

間
の
外
出
時
に
は
明
る
い
服
を

着
た
り
、
反
射
材
を
活
用
す
る

市
営
バ
ス
乗
客
実
態

市
営
バ
ス
乗
客
実
態

調
査
に
ご
協
力
を

調
査
に
ご
協
力
を

年
末
の
交
通
事
故

年
末
の
交
通
事
故

防
止
運
動

防
止
運
動

月
１
日
付
け
で
、
新
し
い

市
選
挙
管
理
委
員
長
に
新
家
末

吉
さ
ん
（

歳
、
野
見
町
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
委
員
長
職
務
代
理
者

は
阪
口
和
義
さ
ん
（

歳
、
梶

原
一
）
が
留
任
し
ま
す
。

問
合
先

選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（

・
７
６
７
６
）

な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先

管
理
課
（

・
７

５
９
２
）
、
高
槻
警
察
署
（

・
１
２
３
４
）

国
と
市
は
、

月

日
現
在

で
、
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
工
業
に
関
す

る
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ

工
業
統
計
調
査
を
実
施

工
業
統
計
調
査
を
実
施

と
が
目
的
で
、
全
国
の
製
造
業

を
営
む
事
業
所
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

月
中
旬
か
ら
順
次
、

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

総
務
課
（

・
７

４
１
８
）

市
は
浜
理
薬
品
工
業
株
式
会

社
の
敷
地
（
南
庄
所
町
）
に
つ

い
て
、
土
壌
汚
染
の
指
定
後
に

追
加
調
査
が
な
さ
れ
た
た
め
、

月

日
に
土
壌
汚
染
に
関
す

る
要
措
置
区
域
の
一
部
（

平

方

）
の
指
定
を
解
除
し
ま
し

た
。

問
合
先

環
境
保
全
課
（

・
７
４
８
２
）

市
保
健
所
で
は
、
事
情
を
聞

い
た
う
え
で
、
ど
う
し
て
も
飼

土
壌
汚
染
の
指
定
解
除

土
壌
汚
染
の
指
定
解
除

犬
・
猫
の
引
き
取
り

犬
・
猫
の
引
き
取
り

え
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

犬
・
猫
を
次
の
と
お
り
引
き
取

っ
て
い
ま
す
。
引
き
取
り
を
希

望
す
る
人
は
必
ず
事
前
に
、
保

健
衛
生
課（

・
９
３
３
１
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
程

毎
週
火
・
木
曜
日
の
午

前
９
時

時

分

猫

午

前
９
時

午
後
３
時

犬

※
年
内
は

月

日

ま
で
、

年
始
は
１
月
７
日

か
ら

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
の
年
末

年
始
の
診
療
日
程
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

月

日

ま
で

通
常
ど
お

り
診
察

月

日

１
月

６
日

休
診

１
月
７
日

か
ら

通
常
ど
お
り
診
察

問
合
先

同
セ
ン
タ
ー
（

・
９
１
０
５
）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

第
４
期
の
納
期
限
は

月

日

で
す
。
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字

さ
れ
て
い
る
納
付
書
は
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で

き
ま
す
。
便
利
な
口
座
振
替
を

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

年
末
年
始
の
診
療
体
制

年
末
年
始
の
診
療
体
制

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

第
４
期
の
納
期
限
は

月

日

第
４
期
の
納
期
限
は

月

日

平
成

年
第
６
回
定
例
会
が

次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
午
前

時
か
ら
。
な

お
、
議
事
の
都
合
で
日
程
が
変

更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
程

月

日

議
会
運

営
委
員
会

日

・

日

本
会
議

問
合
先

議
会
事
務
局
（

・
７
２
１
３
）

審
議
会
な
ど
を
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。傍
聴
希
望
者
は
、

事
前
に
各
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
教
育
委
員
会
定
例
会
】

月

日

午
後
４
時
か
ら
教
育
委

員
会
室（
総
合
セ
ン
タ
ー

階
）

で
。
教
育
委
員
会
総
務
課
（

・
７
６
２
０
）

【
公
営
企
業
審
議
会
（
水
道
事

業
）
】

月

日

午
前

時

か
ら
水
道
部
北
側
庁
舎
で
。
水

道
部
総
務
企
画
課
（

・
７

９
５
７
）

【
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
】

月

日

午
後
３
時
か
ら
市

役
所
本
館
３
階
第
２
委
員
会
室

で
。
行
革
推
進
課
（

・
７

３
９
８
）

日本の政治経済の
現状と今後の行方

新春経済講演会新春経済講演会

日時 １月 日 午後３

時 ４時 分 ※無料

会場 高槻現代劇場

講師 ジャーナリスト・

後藤謙次さん（写真）

定員 申込順 人

申込方法 月 日

１月 日 に電話で、高槻

商工会議所（ ・ ）

へ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先

収
納
課
（

・
７

１
５
２
）

月
は
税
収
確
保
重
点
月
間

で
す
。
府
は
府
内
の
市
町
村
と

連
携
し
て
、
滞
納
者
に
対
す
る

徹
底
し
た
催
告
や
財
産
の
差
し

押
さ
え
な
ど
を
行
い
、
納
期
内

に
納
税
さ
れ
た
人
と
の
公
平
性

を
確
保
し
ま
す
。

問
合
先

府
三
島
府
税
事
務
所

（

・
１
１
２
１
）

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

時

正
午
、
午
後
１
時

４
時

分
（
１
月
５
日
は
４
時
ま
で
）
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。

献
血
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

日
程
・
会
場

月

日

・

日

・

日

、
１
月
５
日

ミ
ン
グ
・
阪
急
高
槻

月

日

ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
深
沢
店

日

松
坂
屋
高
槻
店

問
合
先

市
献
血
推
進
協
議
会

（

・
７
１
６
３
）

府
税
の
滞
納
者
に

府
税
の
滞
納
者
に

催
告
や
差
し
押
さ
え

催
告
や
差
し
押
さ
え

表
示
確
認
し
正
し
く
使
用
を

立
入
検
査
も
実
施

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

製
品
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し

事
故
を
予
防
す
る
た
め
に
、
家

庭
用
品
品
質
表
示
法（
右
下
記
）

と
製
品
安
全
四
法
（
左
下
記
）

に
基
づ
き
、
市
内
の
販
売
事
業

者
へ
の
立
入
検
査
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

製
品
を
購
入
す
る
と
き
は
、

国
指
定
マ
ー
ク
や
品
質
表
示
を

確
認
し
、
正
し
く
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
先

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

・
０
９
９
９
）

家
庭
用
品
品
質
表
示
法

消
費
者
が
日
常
使
用
す
る
家

庭
用
品
を
対
象
に
、
商
品
の
品

質
に
つ
い
て
事
業
者
が
表
示
す

べ
き
事
項
や
表
示
方
法
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

例

衣
類
の
洗
濯
表
示
な
ど

家
庭
用
品
品
質
表
示
法

製
品
安
全
四
法

生
命
や
身
体
に
特
に
危
害
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
多
い
製
品
に
つ

い
て
は
、
国
が
定
め
た
技
術
基

準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
す
る

マ
ー
ク

を
付

与
し
て
、
販
売
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

製
品
安
全
四
法

例

電
気
こ
た
つ
、
電
気
か
み

そ
り
（
電
気
用
品
安
全
法
）
な

ど

ラッピングバス
公募絵画作品展

市営バス開業 周年を記念
し、バスの車体をラッピングす
る作品として公募した絵画の作
品展を開催します。また、市営
バスの歩みの写真展示とグッズ
の販売も実施。
日程 月 日 日 の
午前９時 分 午後４時 分
（ 日は正午まで）
会場 生涯学習センター１階
展示ホール
問合先 交通部企画運輸課

（ ・ ）

市
は
、
引
き
取
り
手
の
な
い

放
置
自
転
車
の
再
生
利
用
を
図

る
た
め
に
、
そ
の
一
部
を

！
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
（

）
に
出
品
し
ま

す
。
詳
し
く
は
同
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
出
品
す

る
自
転
車
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

出
品
期
間

月

日

日

入
札
開
始
価
格

２
千

円

※
別
途
防
犯
登
録
料

円
必
要

販
売
台
数

台

※
市
自
転

車
保
管
場
所
で
受
け
渡
し
。
地

方
自
治
法
施
行
令
第

条
の
４

（
一
般
競
争
入
札
の
参
加
に
つ

い
て
の
条
項
）
に
該
当
す
る
人

は
参
加
で
き
ま
せ
ん

問
合
先

管
理
課
（

・
７

５
９
５
）

議
会
日
程

議
会
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

放置
自転車

縫い付けラベル
マーク（電気
用品安全法）
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年年末末年年始始

ごごみみ しし尿尿収収集集日日程程変変更更

高高
槻槻
クク
リリ
ーー
ンン

セセ
ンン
タタ
ーー
へへ
のの

ごご
みみ
搬搬
入入

ごご

みみ

しし

尿尿

１
月

日

午
前

時

時

分
に
阿
武
山
公
民
館
で
。

講
師
は
た
ん
ぽ
ぽ
安
威
保
育
園

園
長
・
三
角
智
昭
さ
ん
。
対
象

は
平
成

年
４
月
２
日

年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
。
組（
多
数
抽
選
）。

円
。
申
し
込
み
は

月

日

（
金
・
消
印
有
効
）ま
で
に
往
復

は
が
き
に
、講
座
名
、住
所
、氏

名
、
子
ど
も
の
名
前
（
ふ
り
が

な
）
・
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
阿
武
山
た
つ
の
子

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒

・
１
０
４
５
阿
武
野
二
丁
目
２

番
１
号

・
０
３
１
３
）へ
。

１
月

日

日

の

午
前

時
か
ら

時
か
ら
春

日
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

で
。
時
間
指
定
不
可
。
講
師
は

高
野
明
子
さ
ん
。
対
象
は

平

成

年
４
月
２
日

年
４
月

１
日

年
７
月
１
日

年

８
月

日
生
ま
れ
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
。

組

組

（
多
数
抽
選
）
。
無
料
。
申
し

寒
さ
に
負
け
ず
親
子
で

寒
さ
に
負
け
ず
親
子
で

身
体
を
動
か
そ
う

身
体
を
動
か
そ
う

親
子
ヨ
ガ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

親
子
ヨ
ガ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

込
み
は

月

日
（
火
・
消
印

有
効
）ま
で
に
往
復
は
が
き
に
、

住
所
、
氏
名
、
子
ど
も
の
名
前

（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
春
日
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒

・

０
０
５
３
春
日
町

番
２
号

・
５
２
１
１
）
へ
。

月

日

午
前

時

時

分
に
あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川

（

・
５
０
４
１
）
で
。
お

話
は
お
は
な
し
う
さ
ぎ
。
対
象

は
０
歳

就
学
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
。先
着

人
。無
料
。

月

日

午
前

時

分

時
に
津
之
江
さ
く
ら
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
。
講
師
は

津
之
江
さ
く
ら
保
育
園
栄
養

士
。
対
象
は
１
歳

就
学
前
の

幼
児
と
そ
の
保
護
者
。
申
込
順

組
。

円
。
申
し
込
み
は

月

日

日

に
電
話

で
、
同
セ
ン
タ
ー
（

・
７

０
１
５
）
へ
。

ン

月

日

午
前

時

分

時

分

時

時

分
に
ハ
イ
ネ
（
大
塚
町
五
）
で
。

あ
く
あ
ぴ
あ
の

あ
く
あ
ぴ
あ
の

お
は
な
し
会

お
は
な
し
会

保
育
園
給
食
の
試
食
会

保
育
園
給
食
の
試
食
会

パ
パ
と
一
緒
に

パ
パ
と
一
緒
に

ア
ー
ト
バ
ル
ー

ア
ー
ト
バ
ル
ー

講
師
は
風
船
技
師
・
牧
岡
重
成

さ
ん
。
対
象
は
０
歳

就
学
前

の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
。
申

込
順

組
。
無
料
。
申
し
込
み

は

月

日

か
ら
電
話
か
直

接
、
同
広
場
（

・
５
２
３

４
）
へ
。

月

日

・

日

の
午

絵
本
の
ひ
ろ
ば

広
場
が

絵
本
の
ひ
ろ
ば

広
場
が

絵
本
で
い
っ
ぱ
い
に

絵
本
で
い
っ
ぱ
い
に

前

時

分

午
後
３
時

分

に
ぴ
ー
か
ぶ
ー
（
郡
家
新
町

・
０
６
７
７
）
で
。
対
象
は

０
歳

就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
。
無
料
。
当
日
直
接
、

会
場
へ
。

月

日

午
前

時

分

正
午
に
テ
ィ
ピ
ー
お
や
こ
の

ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
の

ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
の

リ
ー
ス
作
り

リ
ー
ス
作
り

広
場
（
玉
川
二
）
で
。
対
象
は

２
・
３
歳
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
。
申
込
順

組
。
無
料
。
申

し
込
み
は

月

日

か
ら
電

話
か
直
接
、
同
広
場
（

・

６
２
８
７
）
へ
。

１
月

日

日

の

午
前

時

時

分
に

保

健
セ
ン
タ
ー

西
部
地
域
保
健

セ
ン
タ
ー
で
。
講
師
は
歯
科
衛

生
士
。
対
象
は
１
歳
ま
で
の
乳

児
と
そ
の
保
護
者
。

組

組
（
多
数
抽
選
）
。
無
料
。

申
し
込
み
は

月

日

日
（
木
・
必
着
）
に
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
、
は
が
き
に
、

１
歳
ま
で
の
お
口
の
ケ
ア

１
歳
ま
で
の
お
口
の
ケ
ア

催
し
名
、
住
所
、
氏
名
、
子
ど

も
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
・
生

年
月
日
、電
話
番
号
を
書
い
て
、

市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
〒

・
０
０
５
２
城
東
町
５

番
１
号

・
９
１
１
２
、

・
７
５
６
９
）
へ
。

）

１
月
９
日

午
後
２
時

３

時

分
に
西
部
地
域
保
健
セ
ン

タ
ー
で
。
対
象
は
８

カ
月

の
乳
児
と
そ
の
保
護
者
。
申
込

順

組
。
無
料
。
申
し
込
み
は

月

日

か
ら
電
話
で
、
同

セ
ン
タ
ー（

・
９
４
６
０
）

へ
。 ぱ

く
ぱ
く
教
室

ぱ
く
ぱ
く
教
室

（
離
乳
食
教
室

（
離
乳
食
教
室

３
月

日

ま
で
の
週
４

日
、
午
前
９
時

午
後
５
時

分
に
市
保
健
所
で
勤
務
。１
人
。

資
格
は
保
健
師
免
許
取
得
者
。

月
額

万
千

円
。
応
募
は
事

前
に
電
話
の
上
、
所
定
の
申
込

書
と
免
許
証
を
持
っ
て
直
接
、

保
健
予
防
課
（

・
９
３
３

２
）
へ
。
応
募
要
項
な
ど
は
市

保
健
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

配
布
。

４
月
か
ら
週
４
日
、
午
前
８

時

分

午
後
５
時
ま
た
は
、

午
前
９
時

午
後
５
時

分
に

市
役
所
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
市
パ
ス
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
。
月
額

万
７
千

円
。
資
格
は
昭
和

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
。
６

人
。
応
募
は

月

日

日
（
金
・
消
印
有
効
）
に
所
定

保
健
師
（
非
常
勤
職
員
）

保
健
師
（
非
常
勤
職
員
）

市
民
課
事
務
職
員

市
民
課
事
務
職
員

（
非
常
勤
職
員
）

（
非
常
勤
職
員
）

の
申
込
書
を
郵
送
で
、
市
民
課

（

・
７
０
５
２
）
へ
。
申

込
書
な
ど
は

月

日

か
ら

同
課
、
各
支
所
、

高
槻
駅

前
・
阪
急
高
槻
市
駅
行
政
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
配
布
。

４
月
か
ら
月

金
曜
日
の
午

後
１
時

分

７
時
、
土
曜
日

と
学
校
長
期
休
業
期
間
の
午
前

８
時

分

午
後
７
時
（
土
曜

日
は
５
時

分
ま
で
）
に
市
立

学
童
保
育
指
導
員

学
童
保
育
指
導
員

（
非
常
勤
職
員
）

（
非
常
勤
職
員
）

学
童
保
育
室
で
勤
務
。
資
格
は

昭
和

年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た

す
人
。
保
育
士
ま
た
は
、
教
員

の
資
格
を
取
得
ま
た
は
、
３
月

日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の

人

児
童
の
養
育
に
つ
い
て
知

識
・
経
験
が
あ
る
と
市
が
認
め

た
人
。
３
人
程
度
。
月
額

万

２
千

円
。
試
験
日
は
１
月

日

。
応
募
は
１
月
６
日

ま

で
に
所
定
の
申
込
書
を
郵
送

で
、
子
ど
も
育
成
課
（

・

７
６
５
６
）
へ
。
所
定
の
申
込

書
な
ど
は

月

日

か
ら
同

課
（
総
合
セ
ン
タ
ー
７
階
）
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。員

）

月
中
旬

３
月
末
の
月

金
曜
日
午
前
８
時

分

午
後

５
時

分
に
水
道
部
庁
舎
な
ど

で
勤
務
。
が
ん
検
診
事
業
、
健

康
相
談
な
ど
。
資
格
は
保
健
師

ま
た
は
看
護
師
免
許
取
得
者
。

１
人
。
時
間
給
保
健
師

千

円
、
看
護
師

千

円
。
応
募

は

月

日

ま
で
に
電
話

で
、
健
康
づ
く
り
推
進
課
（

・
８
８
０
０
）
へ
。

保
健
師
・
看
護
師

保
健
師
・
看
護
師

（
ア
ル
バ
イ
ト
職

（
ア
ル
バ
イ
ト
職

野見神社の福娘さんが決まったよ

市マスコット
キャラクター
・はにたん

（ 月 日）（ 月 日）

親子教室

春日子育て支援センター
のびのび広場

１月 日 ２月 日の 木曜
日 金曜日午前 時 時に同
センターで。各全５回。対象は
芥川より東に住む 平成 年４
月２日 年４月１日 年４
月２日 ９月１日生まれの乳幼
児とその保護者。申込順 組。
無料。申し込みは 月 日 か
ら電話か直接、同センター（
・ ）へ。

富田子育て支援センター
いずれも午前 時 時 分
に同センターで。無料。申し込
みは 月 日（火・消印有効）ま
でに往復はがきに、教室名、住
所、氏名、子どもの名前（ふり
がな）・生年月日、電話番号を
書いて、同センター（〒 ・
富田町二丁目５番１号

・ ）へ。
【ひよこクラブ】１月 日 ２
月 日の月・火・金曜日。曜日
指定不可。各全５回。対象は芥
川より西に住む平成 年４月２
日 年７月 日生まれの乳幼
児とその保護者。 組（多数抽
選）
【元気っこあつまれ】１月９日
・ 日 ・ 日 ・ 日 。
対象は芥川より西に住む平成
年７月１日 年４月１日生ま
れの幼児とその保護者。 組（多
数抽選）

津之江さくら
子育て支援センター

いずれも 月 ２月の午前
時 分 時 分に同センター
で。千円。申し込みは 月 日
（木・消印有効）までに往復はが
きに、希望コース名・曜日、住
所、氏名、子どもの名前（ふり
がな）・生年月日、電話番号を
書いて、同センター（〒 ・
津之江町一丁目 番９号
・ ）へ。

【わんぱく教室】水・金曜日。
各全６回。対象は平成 年４月
２日 年４月１日生まれの乳
幼児とその保護者。各 組（多
数抽選）
【さくらサークル】火・木曜日。
各全６回。対象は０歳 就学前
の乳幼児とその保護者。各 組
（多数抽選）

冬
期
講
座

受
講
者
を
募
集

冬
期
講
座

受
講
者
を
募
集

い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
２
時

３
時

分
。
会
場
は
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
３
階
研
修
室
。
各

人
（
多
数
抽
選
）
。
申
し
込

み
は

月

日
（
金
・
必
着
）

ま
で
に
電
子
申
込
か
直
接
ま
た

は
、
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
、

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
番

号
を
書
い
て
、同
セ
ン
タ
ー（

・
７
７
０
０
、

・
７
７

０
４
）
へ
。

日
程
・
内
容

２
月
５
日

我
が
国
の
食
料
需
給

日

京
都
大
学
提
携
講
座

食
料
安

京
都
大
学
提
携
講
座

食
料
安

全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
の
日

全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
の
日

本
農
業
の
あ
り
か
た
を
考
え
る

本
農
業
の
あ
り
か
た
を
考
え
る

我
が
国
の
農
家
・
農
地
・
農

業
生
産

日

世
界
の
食

料
需
給
・
農
業
の
新
た
な
役
割

日

我
が
国
の
食
料
安

全
保
障
政
策

講
師

同
大
学
名
誉
教
授
・
山

田
利
昭
さ
ん

受
講
料

２
千

円

日
程
・
内
容
・
講
師

２
月
３

日

水
泳
ニ
ッ
ポ
ン
の
原
点

・
大
阪
（
同
大
阪
本
社
社
会
部

長
・
砂
間
裕
之
さ
ん

日

万
葉
集
を
解
読
す
る
（
同
社

講
料

千

程
・
内
容
・
講

円
講
師

２
月
３

毎
日
新
聞
社
提
携
講
座

毎
日
新
聞
社
提
携
講
座

時
代
を
読
む

記
者
の
目

時
代
を
読
む

記
者
の
目

学
芸
部
専
門
編
集
委
員
・
佐
々

木
泰
造
さ
ん
）

日

原

発
の
今
と
こ
れ
か
ら
（
同
社
編

集
局
次
長
・
照
山
哲
史
さ
ん
）

受
講
料

２
千
円

日
程
・
内
容

３
月
１
日

く
す
り
に
関
す
る
基
礎
知
識

８
日

解
熱
・
消
炎
・
鎮
痛

薬
に
つ
い
て

日

良
く

用
い
ら
れ
る
胃
腸
薬
に
つ
い
て

講
師

同
大
学
特
任
准
教
授
・

銭
田
晃
一
さ
ん

受
講
料

２
千
円

講
料

千
円

程
・
内
容

３ 円３
月
１
日

大
阪
薬
科
大
学
公
開
講
座

大
阪
薬
科
大
学
公
開
講
座

身
近
な
く
す
り
が
効
く
し
く
み

身
近
な
く
す
り
が
効
く
し
く
み
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イイララスストト１１

イイララスストト２２

高高齢齢者者のの孤孤立立防防止止

地地域域でで見見守守りり

説説 明明 会会
個
人
利
用

各
利
用
時
間
帯
に
つ
き
大
人

円
（
小
・
中
学
生

円
）
の

個
人
利
用
券
が
必
要
。
弓
道
場

は
利
用
許
可
証
も
。
休
所
日
は

総
合
体
育
館

火
曜
日
、
古
曽

部
防
災
公
園
体
育
館

木
曜

日
。

【
総
合
体
育
館
】

◎
大
体
育
室

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

日

・

日

・

日

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館

古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館

１
月
の

１
月
の

の
午
前
９
時

正
午
（
定
員
各

人
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

日

午
後
６
時

９
時

（
定
員

人
）

バ
ド
ミ
ン
ト

ン

９
日

・

日

の
午
後

６
時

９
時
（
定
員
各

人
）

イ
ン
デ
ィ
ア
カ

日

午

前
９
時

正
午
（
定
員

人
）

◎
小
体
育
室
３

卓
球

日

終
日
と

日

午
前
９
時

午
後
５
時

分
と
休
所
日
以
外

◎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

日

終
日
と

日

午
前
９
時

午

後
５
時

分
と
休
所
日
以
外

◎
弓
道
場

日

・

日

の
午
前
９
時

午
後
５
時

分

と

日

終
日
と
休
所
日
以
外

【
陸
上
競
技
場
（
ト
ラ
ッ
ク
）
】

６
日

午
前
９
時

正
午
（
定

員

人
）

【
古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館
】

◎
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

卓
球

８
日

・

日

・

日

の

午
前
９
時

正
午
、

日

午

後
６
時

９
時（
定
員
各

人
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

日

・

日

の
午
前
９
時

正
午

（
定
員
各

人
）
、

日

午

後
６
時

９
時
（
定
員

人
）

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

日

・

日

の
午
前
９
時

正
午

（
定
員
各

人
）

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
（
高
校
生
以
上
）

日

午
後
６
時

９
時
（
定

員

人
）

◎
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
（
小
・
中
学
生
）

日

・

日

の
午
後
６
時

９
時
（
定
員
各

人
）

◎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

休
所
日

以
外２

月

日

午
前
９
時

分

か
ら
万
博
記
念
競
技
場
（
吹
田

市
）
で
。
種
目
は
一
般
・
高
校

・
中
学
・
小
学
生
の
男
女
の

部
。１
チ
ー
ム

一
般
４
千
円
、

高
校
生
３
千
円
、
中
学
生
２
千

円
、
小
学
生
千
円
。
申
し
込

み
は
１
月

日

ま
で
に
所
定

の
用
紙
で
、
参
加
料
を
振
り
込

み
。
用
紙
は
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
総
合
セ
ン
タ
ー
８
階

・
７
６
４
９
）
、
市
ス
ポ
ー

ツ
団
体
協
議
会
（
野
見
町
）
な

三
島
地
区
駅
伝

三
島
地
区
駅
伝

競
走
大
会

競
走
大
会

ど
で
配
布
。

い
ず
れ
も
１
月

日

・

日

２
月
３
日

・

日

。
会
場
は
古
曽
部
防
災
公
園

体
育
館
。
申
込
順
各

人
。
無

料
。
申
し
込
み
は

月

日

か
ら
電
話
で
、
み
ど
り
と
ス
ポ

ー
ツ
振
興
事
業
団
（

・
０

６
４
６
）
へ
。
１
人
１
コ
ー

ス
。

【
ら
く
ら
く
ス
ト
レ
ッ
チ
】
午

前
９
時

分

時

分
。
対

象
は

歳
以
上

【
ら
く
ら
く
ヨ
ガ
】
午
前

時

分

時

分
。
対
象
は

歳
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

図書館の催し
おやこでたのしむクリスマスおはなし会
月 日 午後２時 ３時に小寺池図書館

（ ・ ）で。ペープサート わにのバンポ
ほか。出演はグループどんぐり。対象は小学生
以下とその保護者。 人。無料。当日午後１
時 分から整理券を配布。

ふゆやすみコンサート 絵本朗読とピアノの世界
月 日 午後２時 ３時に服部図書館（
・ ）で。朗読は川口潤子さん、ピアノ演

奏は大下真紀さん。先着 人。無料。

旧天神山図書館市民リサイクルブックフェア
月 日 ・ 日 の正午 午後４時に旧天

神山図書館で。同図書館の不用資料を一人 冊
まで無料で持ち帰り。本の袋は要持参。中央図
書館（ ・ ）。

冬のおたのしみ会
人形劇や絵本の読み聞かせなどのイベントを
開催。子どもから大人までみんなで楽しみまし
ょう。いずれも無料。
【芝生図書館】 月 日 午後２時 ３時に同
館（ ・ ）で。腹話術 ダチョウのだあ
くん 、人形劇 ブレーメンの音楽隊 。出演
はいちゃもん ・コッペ。先着 人
【阿武山図書館】 月 日 午後２時 ３時に
阿武山公民館で。人形劇 したきりすずめ 。
出演は人形劇団・福禄地蔵。 人。当日午後１
時 分から整理券を配布。阿武山図書館（
・ ）
【中央図書館】 月 日 午後２時 ２時 分
に同館（ ・ ）で。絵本の読み聞かせ ゆ
めのゆき 、クリスマスの折り紙など。対象は
４歳 小学生（保護者同伴可）。先着 人

●各記事中の 先着 は当日直接、会場へ ●各記事中のはがきでの申し込みは、８面上欄の例参照●各記事中の 先着 は当日直接、会場へ ●各記事中のはがきでの申し込みは、８面上欄の例参照

ク
ロ
カ
ン
出
場
者

日
時

３
月
９
日

午
前

時

分
か
ら
時
差
ス
タ
ー
ト

会
場

萩
谷
総
合
公
園
な
ど

種
目
・
対
象

８

・
５

中
学
生
以
上

３

小
学
４
年
生
以
上

１

小
学
１

３
年
生

定
員

申
込
順
千

人

※
全

種
目
合
計
。
た
だ
し
、
３

人
、
１

人

参
加
料

８

２
千

円

５

２
千
円

３

千

円
（
小
・
中
学
生
は
千

円
）

１

千
円

申
込
期
限

１
月

日
（
月
・

消
印
有
効
）

申
込
方
法

郵
便
振
り
込
み

所
定
の
申
込
書
で
、
郵
便
局
か

ら
参
加
料
を
振
り
込
み

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

ラ
ン
ネ
ッ
ト

（
）
か
ら

※
所
定
の
用
紙
は
文
化
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
総
合
セ
ン
タ
ー
８

階
）
、
市
ス
ポ
ー
ツ
団
体
協
議

会
（
野
見
町
）
、
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
、
古
曽
部
防
災
公

園
体
育
館
、
市
立
各
公
民
館
、

市
内
各
郵
便
局
な
ど
で
配
布

問
合
先

同
大
会
事
務
局
（
市

ス
ポ
ー
ツ
団
体
協
議
会
内

・
７
１
４
０
）

１
月

日

午
前
８
時
市
役

所
前
集
合
、
午
後
６
時
解
散
予

定
。
行
き
先
は
和
歌
山
方
面
。

対
象
は
市
内
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
親
、
寡
婦
。

人
（
多
数

抽
選
）
。
６
千
円
。
申
し
込
み

は
１
月
８
日
（
水
・
必
着
）
ま

母
の
た
め
の

母
の
た
め
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ツ
ア
ー

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ツ
ア
ー

で
に
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

子
ど
も
育
成
課
（

・
７
８

３
２
）
へ
。

同
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の

市
優
秀
作
品
を
展
示
。

月

日

日

に
総
合
セ
ン
タ

明
る
い
選
挙
啓
発

明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
作
品
展

ポ
ス
タ
ー
作
品
展

ー
１
階
南
側
通
路
で
。
無
料
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（

・
７
６
７
６
）
。

月

日

午
前

時

正

午
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
で
。
講

師
は
高
槻
ス
カ
ウ
ト
連
絡
会
。

対
象
は
５
歳

小
学
生
（
保
護

者
同
伴
可
）
。
申
込
順

人
。

無
料
。
申
し
込
み
は

月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー（

・
３
７
２
４
）

へ
。 わ

ん
ぱ
く
・
お
て
ん
ば
ク
ラ
ブ

わ
ん
ぱ
く
・
お
て
ん
ば
ク
ラ
ブ

ゆ
び
あ
み
の
リ
ー
ス
作
り

ゆ
び
あ
み
の
リ
ー
ス
作
り

月

日

午
後
０
時

分

０
時

分
に
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
１
階
展
示
ホ
ー
ル
で
。
歌

は
と
も
だ
ち

我
は
海
の
子

な
ど
。
無
料
。
当
日
直
接
、
会

場
へ
。
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（

・
７
４
１
４
）
。

１
月

日

午
後
１
時

４

時
に
府
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
中
央
区
）
で
。
対
象

は
平
成
５
年
４
月
２
日

６
年

４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
府
内
在

住
の
聴
覚
障
が
い
者
。
無
料
。

申
し
込
み
は
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
、
大
阪
聴
力
障
害
者
協
会
事

務
局
（

・
６
７
６
１
・
１

３
９
４
、

・
６
７
６
８
・

３
８
３
３
）
へ
。

２
月
６
日

日

の
４

泊
５
日
。
申
込
順

人
。
約

万
円
（
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
な

市
少
年
少
女
合
唱
団

市
少
年
少
女
合
唱
団

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式

大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式

姉
妹
都
市
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

姉
妹
都
市
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

マ
ニ
ラ
市
親
善
訪
問

マ
ニ
ラ
市
親
善
訪
問

ど
は
別
途
必
要
）
。
申
し
込
み

は

月

日

日

に
電

話
で
、
市
都
市
交
流
協
会
（

・
７
３
９
６
）
へ
。

サ
ー
ト

月

日

・

日

の
午

後
１
時

４
時
に
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

で
。
先
着
各

人
。
無
料
。
日

本
総
合
舞
台
設
備
（

・
０

８
８
３

松
本
）
。

月

日

午
後
６
時

８

時

分
に
高
槻
現
代
劇
場
で
。

先
着
千

人
。
無
料
。
府
立
三

島
高
等
学
校
（

・
５
８
８

４

鈴
木
）
。

月

日

午
前
９
時

分

午
後
３
時
に
高
槻
現
代
劇
場

で
。
先
着

人
。
千
円
。
高
槻

茶
道
会
（

０
７
４
２
・

・

１
４
６
３

前
田
）
。

み
ん
な
で
オ
カ
リ
ナ

み
ん
な
で
オ
カ
リ
ナ

ト
リ
オ

コ
ン

ト
リ
オ

コ
ン

ア
ニ
マ
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト

ア
ニ
マ
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト

高
校
吹
奏
楽
部
合
同
演
奏
会

高
校
吹
奏
楽
部
合
同
演
奏
会

月
釜
月
釜

キリシタン大名・高山右近にち
なんだ地域の文化遺産としてキリ
シタン墓を取り上げ、多方面から
検証します。パネル展示 キリシ
タン墓の発見 千提寺西遺跡の発
掘調査 も同時開催。
日時 １月 日 午前９時 分
午後４時 分 ※無料
会場 生涯学習センター２階多
目的ホール
講師 別府大学教授・田中裕介
さん、長崎歴史文化博物館・大石
一久さんほか
定員 人（多数抽選）
申込方法 １月８日（水・必着）
までに往復はがきに、住所、氏名、
希望人数（２人まで）、電話番号を
書いて、府文化財センター（〒
・ 堺市南区竹城台三丁 番４
号 ・ ・ ）へ

３月９日 に、萩谷総合公園とその周辺で、３月９日 に、萩谷総合公園とその周辺で、
高槻クロスカントリー大会 が開催されます。高槻クロスカントリー大会 が開催されます。
ゲストランナーには日本女子初の国際大会金メゲストランナーには日本女子初の国際大会金メ
ダリストとなった深尾真美さんをお迎えしまダリストとなった深尾真美さんをお迎えしま
す。自然の中を軽やかに駆け巡りませんか。多す。自然の中を軽やかに駆け巡りませんか。多
数の参加をお待ちしています。数の参加をお待ちしています。

シンポジウム

募
集
募
集
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月

日

午
後
２
時

５

時
に
同
大
学
高
槻
ミ
ュ
ー
ズ
キ

ャ
ン
パ
ス
（
白
梅
町

・
４

０
０
０
）
で
。
無
料
。
当
日
直

接
、
会
場
へ
。

１
月

日

・

日

・

日

の
午
前

時

正
午
に
ク

ロ
ス
パ
ル
高
槻
で
。
講
師
は
日

本
経
営
協
会
・
武
田
由
利
子
さ

関
西
大
学
シ
ン
ポ

日
本
最
悪

関
西
大
学
シ
ン
ポ

日
本
最
悪

の
シ
ナ
リ
オ
と
社
会
安
全

の
シ
ナ
リ
オ
と
社
会
安
全

連
続
講
座

職
場
で
の
コ
ー
チ

連
続
講
座

職
場
で
の
コ
ー
チ

ン
グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ン
グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ん
。
申
込
順

人
。
無
料
。
保

育
あ
り
（
１
歳
６
カ
月

就
学

前
、

人
。
申
込
期
限
は

月

日

）
。
申
し
込
み
は

月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、
男

女
共
同
参
画
課
（

・
３
７

２
５
）
へ
。

１
月

日

３
月

日
の
水

曜
日
午
後
１
時

分

３
時

分
に
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
。
朗
読
、
点
字
、
手
話
な
ど

の
体
験
。
申
込
順

人
。
無
料
。

申
し
込
み
は

月

日

か
ら

電
話
か
直
接
ま
た
は
、
フ
ァ
ク

ス
に
、
住
所
、氏
名
、電
話
番
号

を
書
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
（

ゆ
う
・
あ
い
セ
ン
タ
ー
初
心
者

ゆ
う
・
あ
い
セ
ン
タ
ー
初
心
者

向
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座

向
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座

・
０
２
６
７
、

・
３
５

０
８
）
へ
。

２
月
５
日

午
後
１
時

分

か
ら
高
槻
現
代
劇
場
で
。
先
着

人
。
千
円
。
国
際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
高
槻
（

・
３
９
２

８

堀
）
。

１
月

日

２
月

日
の
木

曜
日
午
後
１
時

分

３
時

分
（
１
月

日
と
２
月

日
は

４
時

分
ま
で
）
に
大
冠
北
第

２
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
。
全
６
回
。
対
象
は

歳
以

中
村
桂
子
チ
ャ
リ
テ
ィ
講
演
会

中
村
桂
子
チ
ャ
リ
テ
ィ
講
演
会

生
き
物
は
つ
な
が
り
の
中
に

生
き
物
は
つ
な
が
り
の
中
に

赤
十
字
健
康

赤
十
字
健
康

生
活
支
援
講
習

生
活
支
援
講
習

上
。
申
込
順

人
。
千
円
。
申

し
込
み
は

月

日

か
ら
電

話
で
、
市
赤
十
字
奉
仕
団
（
市

社
会
福
祉
協
議
会
内

・
７

１
６
３
）
へ
。

１
月

日

午
後
１
時

分

４
時

分
に
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
。

先
着

人
。
千
円
。
は
ぐ
く
み

事
務
局
（

・
４
７
６
８
・

８
９
９
３
、
午
後
６
時

８

時
）
。

立
派
な
自
閉
症
の
人
と
し
て

立
派
な
自
閉
症
の
人
と
し
て

社
会
で
生
き
る
た
め
に

社
会
で
生
き
る
た
め
に

市制施行 周年・通水 周年記念

水道書道展
小・中学生を対象に

公募した全 作品を

展示。また、入賞者の表

彰式を 月 日 午前

時から開催します。

日程 月 日

日 の午前９時 分 午後４時 分（

日は３時まで） ※無料

会場 生涯学習センター１階展示ホール

問合先 水道部総務企画課（ ・

）

１
月
８
日

・

日

・

日

の
午
後
１
時

分

３
時

に
ザ
バ
ス
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
デ

ル
タ
（
朝
日
町
）
で
。
対
象
は

お
お
む
ね

歳
で
運
動
制

限
の
な
い
人
。
申
込
順

人
。

無
料
。
申
し
込
み
は

月

日

か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
に
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

心
わ
く
わ
く
体
す
っ
き
り
運
動

心
わ
く
わ
く
体
す
っ
き
り
運
動

教
室

体
幹
を
鍛
え
よ
う

教
室

体
幹
を
鍛
え
よ
う

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
書
い

て
、
健
康
づ
く
り
推
進
課
（

・
８
８
０
０
、

・
１
５

５
１
）
へ
。
原
則
１
年
度
１
人

１
コ
ー
ス
。

１
月

日

、２
月

日

、

３
月

日

の
午
前

時

午

後
１
時

分
に
城
内
公
民
館

で
。
講
師
は
管
理
栄
養
士
。
対

象
は

歳
。申
込
順

人
。

各

円
。
申
し
込
み
は

月

日

か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

に
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
健
康
づ

本
日
開
店
ヘ
ル
シ
ー

本
日
開
店
ヘ
ル
シ
ー

ダ
イ
エ
ッ
ト
食
堂

栄
養
教
室

ダ
イ
エ
ッ
ト
食
堂

栄
養
教
室

く
り
推
進
課
（

・
８
８
０

０
、

・
１
５
５
１
）
へ
。

２
月
５
日

午
前

時

午

後
１
時
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

講
師
は
栄
養
士
。

人
（
多
数

抽
選
）
。

円
。
申
し
込
み
は

月

日

日
（
木
・
必

着
）
に
電
話
か
フ
ァ
ス
ク
ま
た

は
、
は
が
き
に
、
催
し
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
（
〒

・
０
０
５
２
城

東
町
５
番
１
号

・
９
１
１

２
、

・
７
５
６
９
）
へ
。

男
性
料
理
教
室

男
性
料
理
教
室

◆公◆民◆館◆

特に記載のない催しはいずれも
無料。申し込みは 月 日 から
電話か直接、各公民館へ。

魅惑のスペイン
スパニッシュギターコンサート
月 日 午後１時 分 ３時に

如是公民館（ ・ ）で。出演
はスパニッシュギタリスト・田頭雅
法さんほか。申込順 人。

お正月を華やかに彩る
ミニ葉牡丹の寄植え

月 日 午前 時 正午に日吉
台公民館（ ）で。講師はグ
リーンアドバイザー・戸田美紀代さ
ん。申込順 人。申し込みは電話か材
料費 円を持って直接、同館へ。

新春 書初め会
色紙に書く今年の一字

１月６日 午後１時 ３時に日吉
台公民館（ ・ ）で。講師は
日本書道教育学会・外山香風さん。
申込順 人。

こどもに教えるかわいい工作
１月 日 午前 時 正午に五領
公民館（ ・ ）で。講師は三
島子ども文化ステーション・樫田ひ
ろみさん。申込順 人。保育あり（２
歳 就学前、５人。申込期限は１月
８日 ）。

北清水キッズ集まれ
お正月こどもまつり

１月７日 午前 時 午後１時に
北清水公民館（ ・ ）で。羽
根突き、こま回し、輪投げ。午前
時 分 時と 時 分 正午 正
月絵本の読み聞かせ（先着各 人）
午前 時 午後０時 分 牛乳パッ
クや折り紙の小箱作り（先着 人）
午後０時 分 １時 セイヤのマジ
ック・ショー（先着 人）。なお、次
の催しは事前申し込みが必要。
【身体を使って演劇体験】午前 時
分 正午。対象は小学生。申込順
人
【紙コップのレーシングカー作り】
午前 時 時 分。申込順 人
【折り紙のはにたん作り】午前 時
分 午後０時 分。申込順 人
【押し花アートでしおり作り】午前
時 午後０時 分。申込順 人

申 込 方 法申 込 方 法

●各記事中の 電子申込 は、市ホームページ・携帯サイトの簡易電子申込から手続き可●各記事中の 電子申込 は、市ホームページ・携帯サイトの簡易電子申込から手続き可

必ず受けよう特定健診、ワンコインでがん検診 【問合先】健康づくり推進課（〒 ・ 桃園町４番 号 ・ ）

※国保加入者以外の人の特定健診は加入する健康保険組合などに問い合わせを。特定健診は市内の委託医療機関でも無料で受診可
※がん検診などは受診料無料制度あり。対象は 歳以上の人 歳で一定の障がいがあり、高齢者の医療の確保に関する法律に
よる被保険者証を持つ人 生活保護世帯・市民税非課税世帯の人（要事前申請）
☆は保育あり（０歳 就学前、各 人）

健（検）診名 日程 時間 会場 対象・受診料 定員 予約方法など

国民健康保険
特定健診、肺
がん検診、骨
の健康度測定

１／
・

：

：
クロスパル
高槻

特定健診 歳（ 歳誕生日前日
まで）の市国保被保険者、無料 ※同
時実施のがん検診などは有料 肺がん
歳以上、 円 ※検たん料込み。

検たんは医師が必要と認めた人だけ
骨の健康度測定 歳以上、 円

先着各
人

特定健診 特定健診受診券・国保
被保険者証を持って時間内に直
接、会場へ ※当日、実施会場で
の受診券再発行は不可 肺がん検
診・骨の健康度測定 時間内に直
接、会場へ

１／
９：

：

西部地域保
健センター

胃・大腸がん検
診

月・火・
木・金・
土曜日 午前

ひかり診療
所

胃がん 歳以上、 円 大腸がん
歳以上、 円 ※大腸がん検診

だけの受診は不可

１日４人
（土曜日
は３人）

随時電話か直接、同課へ

すこやかドック ２ 、
３／６

保健センタ
ー

歳、 円（大腸がん検診除く）
歳以上、 円 ※胃（必須）・

肺・大腸がん検診、骨の健康度測定

申込順各
人

／ から電話か直接、同課
へ子宮・乳・大

腸がん検診

２
☆
３／３
☆

午後

子宮・乳がん検診を平成 年４月１日
以降未受診の女性。子宮がん 歳以
上、 円 乳がん 歳以上、 円
大腸がん 歳以上、 円

申込順各
人

２／

レディース
ドック

１ 、
３／４ 午前

子宮・乳がん検診を平成 年４月１日
以降未受診の女性。 歳、
円（大腸がん検診除く） 歳以上、

円 ※胃・肺・大腸・子宮 乳が
ん検診、骨の健康度測定（全項目必須）

各 人
（多数抽
選）

／ （水・消印有効）までにはが
きに、住所、氏名（ふりがな）、年
齢・生年月日、電話番号、第１・
２希望日、特定健診受診券整理番
号を書いて、同課へ ※１人１通

大腸がん検診 ２／５ 水道部庁舎 歳以上、 円 申込順 人 ／ から電話か直接、同課へ
健康応援会（相
談員 医師、
栄養士、保健
師、薬剤師）

／ ：

：

総合センタ
ー 無料 当日時間内に直接、会場へ

１／ 保健センタ
ー歯科健康診査 歳以上、無料 申込順 人 ／ から電話か直接、同課へ

健（検）診名 日程 時間 会場 対象・受診料 定員 予約方法など

市のオリジナル年賀状素材ができま
した。市ホームページからダウンロー
ドできますので、ご利用ください。
問合先 広報広聴課（ ・ ）

新新たたなな社社宅宅

年賀状素材あります
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市市
全全
域域
大大
防防
災災
訓訓
練練
をを
再再
実実
施施

年年末末年年始始ははごごみみ・・しし尿尿収収
集集のの日日程程がが変変更更（（４４面面））

市市のの手手続続ききやや制制度度、、催催ししななどどはは

午午前前８８時時 午午後後９９時時
（（年年中中無無休休））

おおかかけけ間間違違いいににごご注注意意くくだだささいい

各各防防災災関関係係機機関関ととのの訓訓練練

市市民民のの皆皆ささんんのの行行動動

開開始始合合図図はは防防災災無無線線ななどどでで

市広報番組案内市広報番組案内

※放送は毎日９時・ 時 分・ 時・ 時 分から 分

ケーブルテレビ

情報情報
ワイドたかつきワイドたかつき

市制施行 周年 今に続く 記憶の中の

特別企画 高槻

私達のコミュニティ 北清水地区 住宅街も

田園も

今年もこんなことがありました

市制施行 周年 今に続く 記憶の中の

特別企画 高槻

私達のコミュニティ 北清水地区 住宅街も

田園も

今年もこんなことがありました

○ 月 日 日 放送○ 月 日 日 放送

○ 月 日 日 放送○ 月 日 日 放送

大★躍★進大★躍★進はにたんはにたん ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

府
内

位
に

府
内

位
に

府
内

位
に

府
内

位
に

は
に
た
ん
が
エ
ン
ト
リ
ー
し

て
い
た

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン

プ
リ
２
０
１
３

の
結
果
が

月

日
に
発
表
さ
れ
、
は
に
た

ん
は
１
５
８
０
体
中
、
全
国
総

合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
第

位
、
大

阪
府
内
で
は
第
２
位
に
な
り
ま

し
た
（
昨
年
度
は
８
６
５
体
中

位
）
。
獲
得
ポ
イ
ン
ト
数
は
、

昨
年
分
の
３
倍
を
超
え
、
大
躍

進
し
ま
し
た
。
は
に
た
ん
へ
の

応
援
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
は
に
た
ん
は

た

か
つ
き

係
長

と
し
て
、

市
の
魅
力
を
広
め
て
い
き
ま

す
。

総合センター１階ロビー
絵画サークルクオーレ展
月 日 日

高槻駅南側地下通路
火曜俳句会展
月 日 日
絵手紙つくしんぼ展
月 日 日
くすの木書画展
月 日 １月６日
高槻写真うつそう会展
月 日 １月６日

ミング・阪急高槻２階
八水会絵画展
月 日 日
ポルトガル刺繍作品展
月 日 日

展示スケジュール展示スケジュール

桃園ギャラリー桃園ギャラリー

えきちかギャラリーえきちかギャラリー

展示館けやき展示館けやき

【人口】 人（ ）【世帯数】 世帯（＋ ） 月末現在（前月比）【人口】 人（ ）【世帯数】 世帯（＋ ） 月末現在（前月比）

高 槻 現 代 劇 場高 槻 現 代 劇 場
［市民会館・文化ホール］

チケット受付 問合先

受付時間：午前 時 午後５時

［市民会館・文化ホール］
チケット受付 問合先

受付時間：午前 時 午後５時

※
た
か
つ
き
市
民
能
と
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
は

※
た
か
つ
き
市
民
能
と
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
は

月

日

発
売（
電
話
予
約
は
午
後
２
時
か
ら
）

月

日

発
売（
電
話
予
約
は
午
後
２
時
か
ら
）

市と文化庁、宮内庁が共催する 発掘
された日本列島 展が 月 日 ま
で、今城塚古代歴史館で開催されていま
す。全国から注目された遺跡の出土資料
が並ぶほか、仁徳天皇陵から出土した宮
内庁所蔵の埴輪（はにわ）などを展示して
います。
また期間中、 高槻駅の北口から今

城塚古代歴史館までを直行で結ぶ市営バ
ス はにたん号 を運行しています。
貴重な文化財が、市内で見られる絶好
の機会です。ぜひご来館ください。
開催期間 月 日 までの午前 時
午後５時（入館は４時 分まで）
※月曜日は休館（ 月 日は開館）
観覧料 円（小・中学生 円）
会場・問合先 今城塚古代歴史館（
・ ） ※市営バスについては交通

部企画運輸課（ ・ ）へ

今城塚古代歴史館

アジアのうた、アジアのうた、
日本のこころ日本のこころ
懐かしきふるさと（チベ
ット民謡）、リンゴ追分
ほか
歌／バイマーヤンジン、
尺八／米村鈴笙
ピアノ／高瀬佳子
お話／十河陽一

１月 日
午後２時開演

レセプションルーム
（全席自由）

定員 人 円（友
の会会員は無料）
電話予約受付中

たかつき市民能
仕舞／ 玉之段 浦田保浩、狂言／ 太刀奪
茂山七五三、能／ 船弁慶 田中隆夫

３月８日 午後１時開演
大ホール（全席自由）

円（大学生 円、高校生以下 円、友
の会会員 円）

吉久夏子 古園恭美
ピアノデュオリサイタル

モーツァルト／ピアノソナタ ハ長調 、
ラフマニノフ／６つの小品 作品 ほか

３月９日 午後２時開演
中ホール（全席自由）

円（中学生以下 円、友の会会員
円〔当日 円〕）

いずれも未就学
児の入場はご遠
慮ください。

市マスコットキャラクター・はにたん

原地区の 畑中農園 惣介蔵 で
は、新米を使った“どぶろく”の仕
込み作業が続いています。この日は、
発酵のために寝かせている、水やこ
うじが入ったタンクをかき混ぜてい
ました。蔵元の畑中さんは 今年は
猛暑でお米の収穫量は減ったが、暑
さに負けずいい味のお米ができてい
る。どぶろくの仕上がりも上々 と
話していました。

障
が
い
者
の
個
性

で
表
現

ア
ー
ト

ア
ー
ト

知
的
障
が
い
者
の
個
性

や
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
ア

ー
ト
で
表
現
し
よ
う
と

ボ
ー
ダ
レ
ス
ア
ー
ト
展

が

月
１
・
２
日
、
富
田

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
展
は
、
一
般
社
団
法

人
タ
ウ
ン
ス
ペ
ー
ス

と
市
が
協
働
で

開
催
。
来
場
者
は

色
の

使
い
方
が
き
れ
い
で
心
に

響
く
も
の
が
あ
る

と
感

心
し
な
が
ら
鑑
賞
し
て
い

ま
し
た
。

ボーダレスアート展

防防災災無無線線


